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宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（都農～西都間）建設予定地にかかる

埋蔵文化財の発掘調査を平成11年度から実施しております。本書はその発掘調

査報告書であります。

本書に掲載した東畦原第1遺跡（三次・四次）は、平成13年度から平成16年

度にかけて調査を行い、後期旧石器時代における石器群や礫群、縄文時代早期

における集石遺構や土坑、中世の道路状遺構等とともに、旧石器時代における

多数の遺物（石器）を確認することができました。

ここに報告する内容は、今後、当地域の歴史を解明する上で貴重な資料にな

るものと考えられます。

本書が学術資料となるだけでなく、学校教育や生涯学習の場などで活用され、

また、埋蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです。

最後に、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びに

御指導・御助言を賜った先生方に対して、厚くお礼申し上げます。

平成18年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　宮　園　淳



例　　　　　　　　　　　　　　▲
▲

▲

Fコ

1本書は、平成14～16年度に実施した東九州自動車道（都農～西都間）建設に係る埋蔵文化財包蔵地の発

掘調査報告書である。

2　発掘調査は、日本道路公団から委託により宮崎県教育委員会が調査主体になり、宮崎県埋蔵文化財セン

ターが実施した。

なお、日本道路公団は平成17年10月1日より分割民営化され、西日本高速道路株式会社九州支社となっ

たが、本報告書中では日本道路公団として記載する。

3　現地での実測等の記録は、大山博志、外山宏幸、永野高行、河野康男、松尾有年が行ったほか、発掘作

業員が補助した。

4　現地での写真は、大山博志、外山宏幸、新町芳伸、永野高行、河野康男が、出土遣物写真は大山博志、

竹田享志が撮影した。

5　測量・空中写真・自然科学的分析等は次の機関に委託した。

地形測量・グリッド杭設定　　（株）建設コンサルタント・ナガトモ（三次）

（有）福島測量設計事務所（四次）

空中写真　　　　　　　　　　（有）スカイサーベイ（三・四次）

自然科学分析　　　　　　　　（株）古環境研究所（三・四次）

6　本書使用の遣物実測図の作成は、大山博志・藤木聡が行ったほか整理作業員が補助した。また一部の実

測及びトレースを株式会社パスコに委託した。

7　本書で使用した周辺遺跡分布図は、国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに、遺跡周辺地形図は、

日本道路公団宮崎工事事務所から提供の千分の1をもとに作成した。

8　本書で用いた座標は海抜高であり、方位は座標北（G．N．）を基本とし、位置図等の一部に磁北（M・

N．）を使用した。

9　国土座標は、旧平面直角座表系Ⅱに基づく。

10　土層断面・石材・土器の色調については農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版　標準土色帖」

に準拠した。

11出土遺物の石材については、本センターの赤崎広志の協力を得て大山博志が同定した。

12　本書の執筆・編集は、大山博志が行った。

13　出土遣物その他の諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。

凡　　例

1　遺構の略記号は次のとおりである。

SI　礫群・集石遺構　　SC　土坑　　SG　道路状遺構　　SE　溝状遺構

2　挿図の縮尺は次のとおりである。
遣物実測図…1／21／3　遺構実測図…1／801／401／20　土層断面図…1／60

※　以上を基本とするが、これ以外のものもある。

3　石器計測表の計測は下記の方法による。単位はcm（最大長・最大幅・最大厚）とg（重量）である。

4　石器の節理面は一点鎖線で表示する。

微細剥離が確認された部分は、l一一、1の

記号を用いてその範囲を示す。

5　礫群属性表の赤化度は以下による。

非赤化‥・赤化していない

弱　…部分的に赤化している（50％未満）

中　…赤化している（80％未満～50％以上） 鈍
強　…非常に赤化している（100％～80％以上）

享寺子

a＝長さ

b＝幅

C＝厚さ
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Va層（kr－kb上部）出土　ナイフ形石器
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第I章
第1節　調査に至る経緯

東九州自動車道（都農～西都間）は、平成元年2

月に基本計画がなされ、平成9年3月には整備計画

路線となった。さらに平成9年12月に建設大臣から

日本道路公団へ施行命令が出され、公団では翌年の

2月から事業に着手している。その間、県教育委員

会では、平成6年度に延岡～西都間の遺跡詳細分布

調査を行い、それに基づき埋蔵文化財の保護につい

て関係機関と協議を重ねた結果、工事施工によって

影響が出る部分については工事着工前に発掘調査を

実施することとなった。調査は平成11年度から日本

道路公団の委託を受けて、宮崎県埋蔵文化財センター

で行っている。

本遺跡は、南からA～D区の4つの調査区を設定

し、それぞれの調査区について確認調査を行ったが、

用地買収等の関係で確認調査は複雑な工程となった。

まず、平成13年8月6日～31日にA区の確認調査を

行い、後期旧石器時代の石核・剥片及び赤化した礫

を検出した。続いて平成14年1月30日～2月20日に

C・D区の確認調査を行った。C区では後期旧石器

時代の石器が出土し、D区ではK－Ah残存域で3基

の土坑と1条の道路状遺構を検出、下層で後期旧石

器時代の石器が出土した。次に、平成14年9月3日

～6日にかけてB区の確認調査を行い、後期旧石器

時代の石核・剥片と赤化した礫が出土した。

確認調査の結果を受けA区5，088I茸、B区3，800

ITf、C区2，200I武　D区3，000rIfが本調査対象面積

となった。実際の本調査は、周囲の耕作状況等も踏

まえた結果、A区、C区、B区、D区の順に四次に

わたって実施した。調査期間は、以下に示すとおり

である。

一次（A区）…平成13年11月1日～平成14年9月30日

二次（C区）…平成14年5月20日～平成14年12月26日

三次（B区）…平成14年11月11日～平成15年6月6日

四次（D区）…平成15年8月1日～平成16年7月15日

はじめに

第2節　調査の組織

東畦原第1遺跡（三・四次調査）の調査組織を次

に示す。

調査主体　宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所長　　　　　　米良　弘康（平成14・15年度）

宮園　淳一（平成16・17年度）

副所長兼総務課長

大薗　和博（平成14～16年度）

副所長兼調査第二課長

岩永　哲夫（平成14～17年度）

総務課長　　　　宮越　尊（平成17年度）

調査第一課長　　児玉　章則（平成14・15年度）

高山　富雄（平成16・17年度）

総務係長　　　　野達　文博（平成14年度）

主幹兼総務係長　石川　恵史（平成15～17年度）

調査第一係長　　谷口　武範（平成14～16年度）

主幹兼調査第一係長

長津　宗重（平成17年度）

調査第二係長　　長津　宗重（平成14・15年度）

主幹兼調査第二係長

長津　宗重（平成16年度）

主幹兼調査第二係長

菅付　和樹（平成17年度）

調査第一係主査（調査・報告書担当）

大山　博志（平成14～17年度）

主査（調査担当）

調査員

外山　宏幸（平成14年度）

永野　高行（平成15年度）

河野　康男（平成15・16年度）

松尾　有年（平成16年度）
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第Ⅱ章
第1節　地理的環境

本遺跡の所在する新富町は、宮崎平野の北部に位

置する児湯郡に属し、東に日向灘、北西から西にか

けては九州山地に連なる山々と尾鈴山を仰ぐ。南部

には一ツ瀬川の低地を横たえている。この地域一帯

の段丘地形は、地形区分でいう茶日原面・三財原面・

新田原面の3つに分けられる広大な台地と丘陵地を

なしており、鬼付女川によって刻まれた浸食谷や一

ツ瀬川沿いの低位段丘面、さらには東部海岸地帯の

砂丘や湖沼を並べた低地とともに町域を形成してい

る。

東畦原第1遺跡（三・四次調査）は新富町大字新

田字下迫口に所在し、鬼付女川左岸の三財原台地上

の緩やかな傾斜地に立地する。四次調査区は、標高

約90mで、南西に緩やかに下る先に二次調査区が、

谷を挟んだ対岸に三次調査区が位置する。さらにそ

の南西に一次調査区がある。町道を隔てた東側には、

南東方向に下る丘陵からの開析谷が接している。

第2節　歴史的環境

宮崎県児湯郡新富町が有する北西の洪積台地を始

め、鬼付女川水系、日置川水系、一ツ瀬川水系に発

達する段丘面状には、多くの遺跡が立地しており、

太古から人類が生活しやすい環境が整っていたと思

われる。一ツ瀬川左岸にある台地には、多くの古墳

群が立地しており、その右岸には西都原古墳群が対

峠している。

本遺跡の調査においては、後期旧石器時代、縄文

時代早期、中世を中心とした遺構・遣物が確認され

た。これらの時代について、周辺の遺跡分布状況に

ついて概観する。

（後期旧石器時代）

後期旧石器時代では、新田原台地上の溜水遺跡で

礫群が検出され、同時に尖頭器、細石刃、細石刃核

等の遣物が出土している。また、本遺跡周辺で南九

州を代表する標識資料として有名な「畦原型細石核」

が表採されているが、本遺跡ではこの細石刃核は確

遺跡の環境

認できなかった。しかし、隣接する高鍋町の小並第

1遺跡や唐木戸第3遺跡では、出土の報告がなされ

ている。

また、東九州自動車道関連では、近年、多くの旧

石器時代の遺跡が発掘調査され、資料数も増加して

いる。平成16年度までに、新富町で調査を実施した

17遺跡中12の遺跡で旧石器時代の遺構・遣物が確認

されている。その成果と傾向を概観すると、AT上

位の資料はもとより、AT下位の資料数が急増して

いることが指摘できる。音明寺第1・2、東畦原第

2・3、西畦原第1・2、上新開、尾小原遺跡では、

AT下位の礫群や礫塊石器等を中心とした遣物が出

土している。

（縄文時代早期）

新富町内における縄文時代の代表的な遺跡として、

新田原台地の西南に位置する瀬戸口遺跡がある。

ここでは、集石遺構23基が検出され、押型文土器、

貝殻条痕土器、石嫉・石斧・磨石・凹石・石錘など

が出土している。

東九州自動車道関連では、音明寺第1・2，東畦

原第2，西畦原第1・2、上新開、勘大寺、永牟田

第2、尾小原、向原第1、藤山第1の各遺跡で集石

遺構や炉穴が検出され、条痕文土器や押型文土器、

石鉱や石斧などの石器類が多数出土している。

（中世）

古代から中世にかけては、14世紀まで営まれた集

落を検出した上薗遺跡、古墳時代後期から中世の住

居が検出された北田遺跡、縄文時代後期から中世ま

での各種遺構が検出された祇園原遺跡がある。

東九州自動車道関連では、隣接する音明寺第1・

2遺跡で道路状遺構が検出された。
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1東　畦　原　第1遺　跡

5音　明　寺　第　2　遺　跡

9西　畦　原　第　2　遺　跡

13尾　小　原　遺　跡

17祇　園　原　地　区　遺　跡

2唐　木　戸　第　3　遺　跡　　3小　並　第　1　遺　跡

6東　畦　原　第　2　遺　跡　　7東　畦　原　第　3　遺　跡

10上　新　開　遺　跡　11勘　大　寺　遺　跡

14向　原　第　1　遺　跡　15藤　山　第　1　遺　跡

18溜　　水　　遺　　跡　19北　　田　　遺　　跡

（1～15：東九州自動車道関係遺跡、16～20：新富町発掘調査遺跡）

第1図　周辺遺跡分布図（1／50，000）

－3－

4音　明　寺　第1遺　跡

8西　畦　原　第1遺　跡

12永　牟　田　第　2　遺　跡

16瀬　戸　口　遺　跡

20上　　薗　　遺　　跡



第Ⅲ章　調査の経過と方針

第1節　確認調査の概要

1　調査の方法

四次調査区の確認調査は、県埋蔵文化財センター

により、平成14年1月30日～2月20日の期間内に14

日間で実施された。三次調査区の確認調査は、平成

14年9月3日～9月6日の4日間を要して行われた。

確認調査は、重機で表土（耕作土）を除去した後、

土層、遺構・遺物の有無を確認しながら、手掘りに

よって進められた。遺構が検出されたトレンチにつ

いては、その状態で保存し、遣物が出土したトレン

チについては、層位と位置を記録した後に取り上げ

た。

2　調査の結果

四次調査区の確認調査の結果、調査区全面にアカ

ホヤ（K－Ah）が良好な形で残存しており、同層上

面において3基の土坑と1条の道状遺構の一部が検

出された。また、下層では小林軽石（Kr－Kb）を

含む褐色土層からナイフ形石器や大型の剥片・礫が、

AT下の暗褐色土からは、剥片が出土した。この結

果、調査域全面の約3，000I茸で本調査を実施するこ

とになった。

三次調査区の確認調査の結果、調査区東側は表土

より2m下まで客土が盛られていた。調査区中央部

南側のトレンチでは、アカホヤ（K－Ah）の堆積が

確認されたが、西側及び北西側のトレンチでは確認

できなかった。表土下には、小林軽石を含む褐色土

層が確認され、さらにその下に姶良Tn（AT）の

黄褐色火山灰が堆積していた。このことから、旧地

形は酉から東に向かって下る傾斜地で、耕作のため

西側丘陵部の土砂が東側の谷に深く盛られているこ

とがわかった。また、この小林軽石を含む褐色土層

から石核と剥片が出土し、AT下の暗褐色土から赤

化した礫が出土した。この結果、調査区3，800汀至を

本調査対象とし、西側丘陵部から調査を始め、東側

谷部は本調査実施中に改めて層序や遺構・遺物の状

況を確認することになった。
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第2図　確認調査トレンチ配置図（S＝1／2，000）



第2節　発掘調査の方法と経過

1　調査の方針と方法

本調査は、三次調査が平成14年11月11日から平成

15年6月6日まで、四次調査が平成15年8月1日か

ら平成16年7月15日まで実施した。

調査区には、国土座標に基づく10mXlOmの大グ

リッドと5mX5mの小グリッドを設定した。これ

ら大小グリッドは、包含層の精査・掘削、遣物の取

り上げ、図面作成、写真撮影、その後の整理・報告

まで活用した。

実際の調査は、表土を重機により除去し、各層の

残存状況、遺構・遺物の有無を確認しながら手掘り

で掘り進めた。調査は25％調査を基本とし、必要に

応じて50％から100％へと調査範囲を広げていった。

25％調査とは、大グリッド1につき、小グリッド1

を先行して調査するものである。調査では、遺構や

遣物密度が高い区域では移植ごてやねじりがまを使

い、うすくスライスするように掘り下げ、遣物密度

が薄い場合は手ぐわを使い数cmずつ掘り下げ調査の

効率化を図った。25％調査の結果遺構・遣物が確認

されなかった区域、無遣物層であるアカホヤ火山灰

層やAT火山灰層は、重機で一気に除去した。四次

調査のⅣ層、Ⅵ層、Ⅸ層、Ⅹ層の調査では、遺構・

遣物がなかった調査区南西部は、重機を使い除去し

た。

遣物は、全て点挙げとし，出土位置の記録はトラ

ンシットを用いて3次元的に行った。

遺構は、全て実測・図化した。旧石器時代の礫群

は平面図と見通し断面図を図化し、土層断面を投影

できる場合はそれらも併せて実測・図化を行った。

ただし、調査の進捗状況により断面図、投影図を記

録していないものもある。

礫は旧石器時代のものは、すべて平面図に図化し、

点挙げした。縄文時代早期の礫は、グリッド一括取

り上げとした。

土坑・道路状遺構・溝状遺構については、検出面

や完掘面での平面図・断面図実測を基本とするが、

四次調査区東端、町道下の傾斜地で検出した道路状

遺構については、安全性を考えトレンチによる部分

調査となった。

また、図記録とあわせ、写真記録撮影も行った。

地形測量は、遣物出土面及び遺構検出面で実施し、

20cm間隔で等高線を記録した。一部は、測量業務

委託として測量会社が行い、その他については調査

員が実施した。

（日誌抄）

三次調査

H14．10．29　発掘調査現場の除草作業。

11．11重機による表土剥ぎ。アカホヤ残存を

～11．26　斜面部の一部に確認。東部谷部では、

表土より3m下にアカホヤを確認。

12．2　発掘作業員投入。斜面に残存するアカ

ホヤ上面の精査実施。

12．4　丘陵部と東部谷部の境界付近に雨水が

溜まり、ポンプで排水。

12．9　重機によりアカホヤ（無遣物層）除去。

12．10　Ⅲ層（MBO）～Ⅴ層（Kr－Kb）の掘削

調査開始。グリッド杭を設定（委託）。

H151．7　調査区南部で礫群1基確認。遣物の少

ない区域は、Ⅶ層（ML2）まで掘り下げ。

1．10　礫群検出箇所のやや北側で、細石刃・

剥片が集中出土。

1．21V層検出礫群直下のⅦ層（ML2）で、

新たな礫群1基検出。

1．29　重機によりAT（無遣物層）を除去。

2．3　東部谷部の調査を実施。アカホヤは厚

い黒色土下に明瞭に残るが遺構・遣物

は確認せず。

2．4　Ⅸ層（肥2）上部で地形測量（委託）。

2．5　Ⅸ層（MB2）の掘削開始。

3．5　調査区中央部の緩斜面で礫群2基、

北西壁近くで1基、計3基確認。

3．7　東部谷部のトレンチ土層実測。

3．20　Ⅸ層（MB2）の遣物取り上げ、礫群の

実測を終了。

4．3　豪雨で東部谷部に溜まった雨水をポン

プで排水。その後も大雨のたびに冠水

区域で排水を実施。

4．7　Ⅹ層（MB3）の精査開始。調査区西部
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から礫群検出。以後、合計8基の礫

群検出。

4．24　東部谷部で火山灰研修を実施。合わせ

て自然科学分析に委託する試料採取。

5．8　Ⅹ層の礫群検出をほぼ終了

5．9　Ⅹ層下位面で空中写真撮影（委託）。

5．20　Ⅹ層検出礫群、遣物を実測後取上げ。

5．23　重機により埋め戻しを開始。

6．16　発掘調査を終了。

（四次調査）

H15．8．5　調査区の除草作業実施。

8．18　重機による表土剥ぎ。

～20　発掘作業員による作業開始。アカホヤ

上面で硬化面1条検出。地形測量、写

真撮影を行う。

9．1・2　重機でアカホヤ層除去。

9．3　グリッド杭設定（委託）。Ⅲ層（肥0）

掘削開始。赤化礫・石器・土器片多数

出土。

9．29　調査区東側で集石遺構1基検出。

10．23　Ⅳ層（MLl）掘削開始。調査区北部を中

心に集石遺構1基、遣物多数確認。

10．27　Ⅳ層遣物出土面の地形測量実施。

10．28　Ⅳ層（MLl）の無遺物域（南西部）を

～30　　重機により除去。

11．4　Va層（Kr－Kb上部）の掘削開始。調

査区北部を中心に、石器多数出土。

北西部の丘陵頂上付近に石器ブロッ

クを確認。また、土坑（一部焼土を

伴う）を検出。

12．11Va層で地形測量（委託）。

12．12　Va層検出面で空中写真撮影実施。

12．15　Vb層（Kr－Kb下部）の掘削開始。

Va層同様、北西部の丘陵頂上付近

に石器ブロックを確認。

H16．1．15　Vb層（Kr－Kb下層）の掘削終了。引

き続き、Ⅵ層（MBl）の掘削開始。

Va・b層とほぼ同じ箇所で石器ブ

ロックを2箇所確認。そのほかにも、
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14基の礫群、散礫、遣物多数出土。

1．26　重機で排土を隣接する三次調査区

～28（調査終了区）に搬出。

2．4　調査区南東部に調査区を拡大。表土

下から溝状遺構1条検出。土器片、

剥片出土。

2．18　町道東側の傾斜地調査。トレンチ調

査により、4条の道路状遺構を検出。

3．22　Ⅵ層調査終了。礫群・遣物を実測後、

取上げ。Ⅵ層下面で地形測量を実施。

3．24　Ⅶ層（ML2）～Ⅷ層（AT）までを重機で

～25　除去。道路状遺構検出トレンチを実測。

4．6　Ⅸ層（MB2）の掘削開始。調査区北部

を中心に遣物・散礫を確認。調査区

北端では、ナイフ形石器、剥片、チッ

プが集中する石器ブロックを確認。

4．15　新規職員研修会を本遺跡で実施。

4．20　Ⅸ層（MB2）の下位で7基の礫群検出。

5．12　Ⅸ層（MB2）の地形測量。Ⅸ層（MB2）

の調査終了。

5．14　Ⅹ層（MB3）の調査開始。調査区北部

に礫群1基、散礫、遣物を確認。

5．21北西部壁面土層、写真撮影及び剥ぎ

取り実施。

6．18　道路状遺構実測終了。

6．29　Ⅹ層（MB3）の調査終了。Ⅹ層下面に

て地形測量。

7．1重機による埋め戻し。

7．15　発掘調査を終了。



第3図　周辺地形及び遺跡位置図（S＝1／2，000）
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第3節　整理作業及び報告書作成

整理作業は、礫は東畦原整理作業事務所で、遺物

は埋蔵文化財センターで行った。

（三次調査）

三次調査では、調査が終了した平成14年9月から

10月まで、東畦原整理作業事務所で礫の水洗、注記、

計測、接合作業を行った。遺物は、平成16年4月か

ら埋蔵文化財センター本館にて、四次調査の遺物と

合わせて水洗、注記、接合作業を行った。センター

での整理作業は9月まで行い、いったん終了した。

その後、平成17年3月より再開、石器計測、土器の

実測・トレース等を行い平成17年11月に終了した。

（四次調査）

四次調査では、平成16年7月より10月まで東畦原

整理作業事務所で礫の整理作業を行った。遣物は三

次調査と同様、平成16年4月より埋蔵文化財センター

で水洗・注記・接合などの整理作業を行い、一時中

断を挟み平成17年3月に再開、平成17年11月に終了

した。

本遺跡では、整理作業の効率化を図る観点から、

石器の製品や接合資料については、一部を除き実測・

トレース委託を行った。委託は二回に分けて行い、

第1回目は平成16年10月に発注し平成17年2月に完

了、第2回目は平成17年6月に発注し平成17年10月

に完了した。いずれも株式会社パスコに委託した。

委託しなかった一部の石器は、本センター内で整理

作業員が実測・トレースまで行った。

報告書作成にあたっては、整理作業と並行して遺

構図面等の整理及び報告書原稿作成に取り組んでき

た。平成17年7月～10月に報告書作成のための遺構・

遣物トレース、レイアウト作成等の整理作業を行い、

同年11月に報告書原稿作成を終了した。

整理作業（注記）

乱獲

整理作業（計測）

整理作業（接合）
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第4節
遺構・石材に対する基本的な考え方

【遺構】

①礫群

後期旧石器時代、周囲と比較して礫の検出にまと

まりが見られ、5個以上構成礫があるもの、赤化し

た礫を半数以上含むものを礫群と認定した。礫群の

構成礫数や範囲は調査区や出土層によって違いがあ

るため、発掘調査時の検出状況を基に判断した。

調査の結果、三次調査ではI期で9基、Ⅱ期で3

基、Ⅲ・Ⅳ期で各1基の合計14基の礫群を検出した。

四次調査では、I期で1基、Ⅱ期で7基、Ⅳ期で14

基の合計22基の礫群を検出した。

②集石遺構

縄文時代、径2m程度の範囲内に、赤化した礫が

密に集まったものを集石遺構とした。三次調査で1

基、四次調査で2基検出した。ただし、三次調査の

集石遺構は斜面で礫は動いている可能性が高く、密

集していない。

③散礫

上記の①・②のいずれにもあてはまらない礫を散

礫とした。後期旧石器時代の散礫は全て平面図に実

測後、点挙げし、石材・重量・赤化度・完形度・接

合状況等を記録した。

縄文時代の散礫は一部平面図に実測、他はグリッ

ド一括で取り上げた。

④石器ブロック

本遺跡でいう石器ブロックとは、石器製品・剥片・

チップが集中して出土する範囲を指す。石器ブロッ

クの範囲・石器の数は、調査区・包含層で違いがあ

る。

三次調査では後期旧石器時代Ⅱ期・Ⅲ期・Ⅳ期で

それぞれ1箇所ずつ石器ブロックを確認した。四次

調査では、後期旧石器時代Ⅲ期で1箇所、Ⅳ期で2

箇所、Ⅴ・Ⅵ期でそれぞれ1箇所、縄文時代早期で

3箇所の石器ブロックを確認した。

【石材】

石材の分類については、肉眼観察、手触りに加え、

識別しにくいものは双眼実体顕微鏡を使用した。下

の第1表は、それぞれの石材の特徴を示している。

なお、黒曜石は出土数が多く、原産地の推定に有効

な石材であるため、できるだけ詳しく分類した。た

だし、黒曜石は加工する際、小片に砕けやすい。5

mm以下のチップには、原産地の特定が困難で不明と

したものもある。

石 材 特　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 徴

黒 曜 石

1 不 純物 を多 く含 み 透過 性 が ある。 本遺 跡 で最 も 出土数 が多 い。 日東 産 と考 え られ る。

2 あ め色 、 な め らかな ガ ラス質 で透 明感 が あ る。 縞 状構 造 が見 え る こと　 か ら桑 ノ木津 留産 と考 え られ る。

3 表 面 は にぷい 黒色 で風 化 してい る よ うに見 え、薄 片 で も光 を透 過 しない。 上牛 鼻産 と考 え られ る。

4 透 明 度 の高い 黒色 。 黒灰 色 の薄 い縞 が入 って い る。三 船産 と考 え られ る。

5 薄片 で も光 を通 しに くい 。混 濁 した 黒色 を してお り、西中 国 産 と考 え られ る。

6 ガ ラス質 の部 分 は なめ らか で、淡 い縞 状 構造 が 見 られ る ことか ら腰岳 産 と考 え られ る。

7 非 晶質 の灰 白色 で黒 色微 細斑 点 が見 られ る。 姫 島産 と考 え られ る。

頁 岩
表 面 が暗 オ リー ブ、剥 離面 が 暗灰 、オ リー ブ灰 の色 を呈す るもの が多 い。 石質 が珪 質 な もの もあ るが 「頁岩 」 と して ま

とめ る。

流 紋 岩
暗 灰 ～オ リー ブ灰 の色 を 呈す る ものが 多 い。表 面 が なめ らか な もの、 ざ らっ とした もの、 青灰 色 の筋 が見 え る ものな ど

が あるが 「流 紋岩 」 としてま とめ る。

ホ ル ン フ ェル ス 表 面 が灰 オ リー ブ黄や 青灰 色 を呈 す る もの、風 化 の激 しい ものな どが あ るが 「ホル ンフ ェル ス」 と＿して ま とめ る。

チ ャ ー ト 暗オ リー ブ灰 、暗 灰色 をす る ものが多 い。 白や 黒 い筋 が入 る。

サ ヌ カ イ ト 表 面 は灰 色 か ら青 灰色 を呈す 。新 鮮面 は 、暗灰 色 に 見 える。姫 島産安 山岩 もこの範 境 に含 め る。

砂 岩 細 粒 な もの も含 め 「砂 岩 」 と してま とめる。

尾 鈴 山酸性 岩類 全 体 の 出土数 は少 な いが 、大 型 の石 が 目立っ 。

そ の 他 石英 が 出土 して い る。

第1表　石材分類表
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第Ⅳ章　三次調査の記録

第1節　調査の概要

調査の結果、後期旧石器時代で4つ、縄文時代早

期、計5期の文化層が確認された。調査区の大部分

が斜面で、削平により包含層の一部、又は大部分が

失われた時代もあった。鍵層となるアカホヤ・小林

軽石・ATの残存区域は、下の第4図のとおりであ

る。

①　アカホヤ（K－Ah）上面の調査

重機で表土を除去すると、旧地形は西から東に下

る傾斜地であることが判明した。アカホヤは調査区

中央部付近に約520I迂のみ残存していた。そこでア

カホヤ上面で精査を行い、遺構を探したが確認でき

なかった。

②　縄文時代早期（MBO）調査

アカホヤを重機で除去し、手掘りにより縄文時代

早期面（MBO）の残存域520I茸を掘削調査した。

その結果、集石遺構1基、貝殻条痕文土器、石錬、

細石刃、礫器、剥片等35点が出土した。

③　後期旧石器時代Ⅳ期（Kr－Kb）調査

小林軽石を含む褐色土層が確認された約1，400I憲

の掘削調査を行う。遺構は礫群を1基、石器ブロッ

ク1箇所を確認。遺物はナイフ形石器、角錐状石器、

細石刃、細石刃核、石核、敲石、二次加工剥片、剥

片が58点出土した。

④　後期旧石器時代Ⅲ期（MBl～ML2）調査

MBl～ML2が確認された約1，400I茸の掘削調査

を行う。遺構は、礫群1基、石器ブロック1箇所確

認。遺物は、ナイフ形石器、角錐状石器、細石刃、

細石刃核、石核、敲石、二次加工剥片、剥片が58点

出土した。

⑤　後期旧石器時代Ⅱ期（MB2）調査

AT下、MB2が確認された約1，680汀デを掘削調

査。遺構は磯群3基、石器ブロック1箇所確認した。

ナイフ形石器、細石刃、掻器、使用痕剥片、二次加

工剥片、剥片等が39点出土した。

⑥　後期旧石器時代I期（MB3）調査

MB3が確認された約1，680I運を掘削調査。遺構

として礫群8基を検出。削器、台形石器、敲石、剥

片が40点出土。この検出面で空中写真撮影を業務委

託して行う。合わせてMB3下部で地形測量を実施

した。

⑦　MB3以下の調査

MB3よりさらに下層の状況を確認するため、重

機で丘陵部に深掘りトレンチを入れ、土層、遺構・

遺物の有無を調査した。遺構・遣物は確認されず、

最下層の粘土層から湧水したため、土層断面を実測

後、直ちに埋め戻した。

⑧　東部谷部の確認調査

重機で擾乱土を除去後、トレンチを入れ確認調査

を行った。その結果、撹乱土下には黒色土が厚く堆

積し、その下にはアカホヤが確認された。さらに暗

褐色土を挟んで、桜島薩摩火山灰（Sz－S）と思わ

れる灰褐色土が堆積していた。これらの火山灰を分

析し、各時代の古環境を確認するためテフラ分析・

植物珪酸体分析・花粉分析を古環境研究所に業務委

託して行った。詳細は、第4節で述べる。遺構・遺

物はまったく確認されず、表土からの深さが3mを

越え、湧水も激しいため、土層を実測後、谷部の調

査は終了した。
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第2節　基本層序

本遺跡の層序は、遺構・遣物が確認された丘陵部

を基本とし、東部の谷部は含めていない。丘陵部で

は、アカホヤ（K－Ah）・小林軽石（Kr－Kb）・姶

良Tn（AT）等の鍵層が確認できたが、削平され

たり、湧水等の影響で不明瞭な箇所も一部にある。

なお、土層断面図測定箇所は第5図を、土層断面図

は第6・7図を参照のこと。

I層　　黒色ローム【HuelOBG1．7／1】

粒子が細かい。しまりはなく指で押すと指

圧痕が残る。

Ⅱ層　　黄橙火山灰（鬼界アカホヤ・K－Ah）

【Hue7．5YR7／8】

粒子は少々粗くざらざらしている。下部に

は、2mm以下の黄橙色粒が堆積している。

III層　　黒褐色ローム（MBO）【HuelOYR2／3】

固くしまっている。まばらに2～3mmの橙

・灰・白色の粒を含む。

Ⅳ層　　暗褐色ローム（MLl）【HuelOYR3／4】

粒子は細かく目もつまっているが、やや軟

らかい。所々に褐色の斑文をもつ。

Va層　褐色ローム（Kr－Kb）【HuelOYR4／6】

ややしまった褐色土中に、固い樺色・灰色

粒（小林軽石）のブロックを多く含む。

Vb層　褐色ローム（Kr－Kb）【HuelOYR4／4】

固い橙色・灰色粒（小林軽石）のブロック

を褐色土中に疎に含む。

Ⅵ層　　暗褐色ローム（MBl）【HuelOYR5／4】

やや軟らかく粘性をもっている。1mm程度

の白色粒を含む。

Ⅶa層　黒褐色ローム（ML2）【Hue7．5YR3／2】

丘陵部南西側の一部にのみ分布。やや黒み

がかり、固くしまっている。

Ⅶb層　褐色ローム（ML2）【HuelOYR3／4】

径2～3cmで球形をした暗褐色のシミを多

く含み、ざらざらしている。

Ⅷa層　褐色火山灰（姶良Tn・AT）

【HuelOYR4／3】

にぷい黄褐色。3mm未満の橙粒をまばらに

含む。ATの二次堆積層と思われる。

Ⅷb層　黄褐色火山灰（姶良Tn・AT）

【HuelOYR6／6】

姶良Tn火山灰本体にあたる。1～2mmの

白色粒、2～4mmの橙色の粒を多く含む。

傾斜地ほど白色が強くなる。

ⅧC層　黄橙色火山灰（姶良Tn・AT）

【Hue7．5YR7／8】

姶良Tnの下位層。白色粒を多く含む。

Ⅸ層　　暗褐色ローム【Hue7．5YR3／3】

固くしまっている。1mm程度の白色粒を密

に含む。乾燥すると縦にクラックが入りく

ずれやすくなる。

Ⅹ層　　暗褐色ローム（MB3）【Hue7．5YR3／4】

固くしまっているが。Ⅸ層より色は明るく

なる。白色粒の数が少なくなる。

ⅩI層　褐色ローム（ML3）【Hue7．5YR4／6】

やややわらかく粘性がありざらざらしてい

る。2～3mm程度の橙・青灰・黒の粒をま

ばらに含む。

ⅩⅡ層　赤褐色軽石（霧島アワオコシ・Kr－Aw）

【Hue5YR5／8】

かたくしまっている。2～4mm程度の橙・

茶・青灰・黒色の粒を密に含む。

ⅩⅢ層　明褐色ローム（ML4）【Hue7．5YR5／8】

やや固くしまっている。2～4mm程度の青

灰・茶、3～5mm程度の橙色粒を含む。

ⅩⅣ層　赤褐色軽石（霧島イワオコシ・Kr－Iw）

【Hue5YR5／8】

非常に固くざらざらしている。1cm程度の

明黄色粒、1cm以下の赤褐色粒、5mm以下

の透色粒が密に集まっている。

これより下位層については、重機でトレンチ掘り

を行って調査したが、礫層と砂礫を含んだ粘土層が

繰り返しみられた。これら下層の調査中、湧水した

ため、土層断面を実測後、このトレンチは埋め戻し

た。

－11－



Z A B C

43，336　　　43．346

第5図　グリッド配置図・土層断面測定箇所（1／750）

〔東九州自動車道（都農～西都問）基本層序〕
黒色土
高原スコリア（Kr－Th）
黒色土
鬼界アカホヤ（K－Ah）
黒褐色ローム（MBO）
暗褐色ローム（MLl）
桜島薩摩（Sz－S）
褐色ローム
小林軽石（Kr－Kb）
暗褐色ローム（MBl）
褐色ローム（ML2）
姶良Tn（AT）
暗褐色ローム（MB2）
姶良探港（A－Fm）
姶良大塚（A－Ot）
暗褐色ローム（MB3）
褐色ローム（ML3）
赤化色ローム
霧島アワオコシ（Kr－Aw）
明褐色ローム（ML4）
霧島イワオコシ（Kr－Iw）

〔東睦原第1遺跡（三次調査）基本土層図〕
I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V a

V b

Ⅵ

Ⅶa
Ⅶb
Ⅷa
Ⅷb
ⅦIc

Ⅸ
Ⅹ

ⅩI

XⅡ
ⅩⅢ
ⅩⅣ

黒色土
鬼界アカホヤ（K－Ah）
黒褐色ローム（MBO）
暗褐色ローム（MLl）
小林軽石（Kr－Kb）
小林軽石（Kr－Kb）
暗褐色ローム（MBl）
黒褐色ローム（ML2）
褐色ローム（ML2）
姶良Tn（AT二次）
姶良Tn（AT）
姶良Tn（AT）
暗褐色ローム（MB2）
暗褐色ローム（MB3）
暗褐色ローム（ML3）
霧島アワオコシ（Kr－Aw）
明褐色ローム（ML4）
霧島イワオコシ（Kr－Iw）

第2表　基本土層図
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……後期旧石器時代Ⅳ期

……後期旧石器時代Ⅲ期

後期旧石器時代Ⅱ期
後期旧石器時代I期
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ⅩⅤ層…黄褐色土（10YR5／6）。粘り気が強く粘土状の土。磯をほとんど含まない。

ⅩⅥ層…明褐色土（7．5YR5／8）。粘土状で粘り気の強い土。1～2皿の小さな褐色・青灰色・

赤色の磯を含む。

ⅩⅦ層…明褐色土（7．5YR5／6）。粘り気が強く粘土状の土。2～3皿程度の小石から2～4cm

程度の青灰色・褐色・橙色の礫を含む。

ⅩⅧ層…褐色土（10YR4／6）。粘り気が強く粘土状の土。層の上部には1～4cm程度の中・小

型の礫を、下部には5～10C皿程度の大きめの礫を密に含む。
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第6図　東西土層断面図（1／60）
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一．・一一・一一　一一　一一

ⅩⅨ層…黒褐色土（10YR2／3）。やわらかく斜面にのみみられる。1～3mm程

度の白・橙のブロック（Kr－Kbに類似）を含む。

ⅩⅩ層…暗褐色土（10YR3／3）。斜面のみ堆積する。シャリシャリ削れる。径2

～3mの白色・灰色・橙粒、2～4mの橙粒（Kr－Kbに類似）を密に

含む。径2～3mmの丸いシミが多くみられる。
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第7図　南北土層断面図（1／60）

－14－

一一一一一一　　　　87．0m

2m
L＿」＿＿＿＿＿＿＿」」」＿　」　＿‥」　　　　　　　　：



第3節　遺構と遣物

1　後期旧石器時代I期
AT下、Ⅹ層の暗褐色土下部（MB3下部）の文

化層（約1，680nf）を後期旧石器時代I期とする。

（1）遺構

【礫群】

後期旧石器時代I期の遺構は、Ⅹ層下部で磯群が

9基検出された。礫群は、調査区西部の比較的傾斜

の緩やかな地点に集まる。構成礫数は平均約20点で、

礫の密集度は低い。しかし、構成礫の約65％（185

点中119点）に赤化が確認され、他の出土礫（散礫）

に比べてまとまりがみられる。掘り込みや付着物は

なく、炭化物は検出できない。9基中6基から計24

点（I期遺物40点の60％）の遣物が出土した。第9・

10図に平面図、第3表に礫群の属性をまとめた。

SIl（第9図）

調査区南西端部、ZO4～A12グリッドの標高約

87．1m付近で検出した。長径6．0m、短径4．4mの

範囲に24個の礫が散在する。石材構成は、砂岩14点

（42％）、ホルンフェルス6点（25％）、尾鈴山酸性

岩類4点（17％）である。磯の総重量は27，815gで、

ホルンフェルスが42％、砂岩36％、尾鈴山酸性岩類

Z　43．276　A　43，286　B　43，296　C　43，306　D　43，316　E　43，326　F

鴎 田： ′ ．h

田 ・乳 り 塙 ． ．． ′ ・ ㌢ 国 ． ・ 料 這 謹 監 ＿三 三 三 等 J ．－

b l ・‘＋ ＋

† ・ ・　 こP ’　 因 ‾日 日 ‾‖ ‾

t t

． ・ 声　 ．・

．・　　 ‾ h

t　　　　　 ． ・ご
十 1 r 亘 ‾ ‾▼▼… ‾T ‾ … ‾…

第8図　後期旧石器時代I期遺構・遺物．礫分布図（S＝1／500）
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22％となる。重量1，000gを超える大型の礫が多い

のが特徴である。また、67％の礫が赤化しており、

90％以上の完形度をもつ礫が全体の42％になる。礫

群内で1組2点、散礫と2組6点の接合がみられた。

礫群内から遣物は出土しなかった。

SI2（第9図）

SIlの北東側、標高約87．1mで比較的平坦な

場所に長径2．2m、短径1．6mの範囲で検出した。

砂岩3点、ホルンフェルス1点、頁岩1点、合計5

点の礫で構成される。総重量は6，280gであるが、

頁岩1点で4，430gを占め、その他の礫の平均重量

は462gになる。5点中4点の礫が赤化しており、

ほとんどが完形に近い礫である。接合は見られなかっ

たが、礫群内で剥片が4点出土した。

SI3（第9図）

SI2の南東側，B12～Cllグリッドにかけて、

長径10．6m、短径5．0mのやや広い範囲に、大小25

点の礫が出土した。標高は約87．0mである。石材

は砂岩12点（48％）、ホルンフェルス9点（36％）、

尾鈴山酸性岩類・頁岩がそれぞれ1点（4％）であ

る。総重量は9，483gでホルンフェルスが全体の52

％、砂岩が30％を占める。構成礫の72％に「弱」以

上の赤化がみられ、48％の礫が完形かほぼ完形の礫

である。礫群内・外ともに接合は見られなかった。

検出範囲内で流紋岩の剥片7点が出土した。

SI4（第9図）

標高約87．2mのB13グリッドに長径2．6m、短径

2．4mの範囲内で8点の礫が出土した。4点がホル

ンフェルスで尾鈴山酸性岩類と砂岩が2点ずつであ

る。総重量は6，075gであるが、2点の尾鈴山酸性

岩類で全体の84％を占めている。半数の礫が赤化し

ているが、赤化度は「弱」「中」で弱い。この礫群

内の礫と13m離れたSI6との間で礫が1組4点接

合し、礫群内でも1組4点が接合した。礫群内で剥

片5点が出土し、ホルンフェルス製剥片（第14図5

＋6）を掲載した。

SI5（第10図）

C21グリッドで、長径4．6m、短径3．6mの範囲

内に24点の礫が出土した。標高は、約87．1mであ

る。石材は砂岩が14点（58％）、ホルンフェルスが

8点（35％）、尾鈴山酸性岩類と頁岩は1点ずつ

（各4％）である。重量比でも砂岩が最も多く、全

体の60％、次いでホルンフェルスが35％を占める。

83％の礫が赤化している。完形礫は1点のみで、破

砕された礫が多い。礫群内で1組2点、14m離れた

散礫との間で1組2点が接合した。

SI6（第10図）

調査区中央北西壁近くに、長径11．2m、短径6．6

mとI期礫群では最も広い範囲に34個の礫が出土し

た。標高は、約87．4mで南に緩やかに下る場所で

ある。礫密度は低い。構成礫は砂岩が19点（56％）

と最も多く、重量比でも砂岩が43％を占める。赤化

礫の割合は56％であるが、ほとんどが弱い赤化であ

る。礫群内で2組8点、SI4と4点1組が接合し

た。礫群の南部で剥片が5点出土した。

SI7（第10図）

SI6の東側、標高約87．2mの地点で検出した。

長径2．6m、短径2．4mの範囲内に砂岩6点、ホル

ンフェルスと頁岩が各1点の計8点で構成される。

8個すべての礫が赤化しているが、赤化の度合いは

弱い。礫群内から遣物は1点も出土せず、礫群内・

外ともに接合は見られなかった。

SI8（第10図）

I期礫群の中では最も北で、D44グリッドに長径

6．8m、短径3．6mの南東へ緩やかに下る地点に27個

の礫から成る。標高は約87．6m～87．3mでレベル差

は約30cmある。砂岩とホルンフェルスで礫の93％を

占め、重量比でもこの2つで96％を占める。礫群内

で4組10点が接合した。遣物は剥片が1点出土した。

SI9（第10図）

調査区南東部、Ellグリッド付近の傾斜地に広が

る。長径9．0m、短径2．4mの範囲に大小30点の礫が

出土した。標高は約86．6m～86．4mで、礫の標高差

は約21cmある。石材は、砂岩とホルンフェルスが中

心で個体数では83％、重量比で95％を占める。16点

（53％）の礫が赤化している。礫群内では4組8点

の接合が見られた。いずれも近隣の礫どうしの接合

である。礫群内から敲石2点（第13図3・4）、剥

片1点が出土している。
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第4表　後期旧石器時代I期礫群属性グラフ

【散礫】

散礫は、I期文化層から出土した礫のうち、礫群

に属さないもの全てを認定した。調査区全体に散漫

に出土し、礫群内の礫と接合するものもある。

散礫の属性を第5表に示した。礫総数は126点で、

砂岩が最も多く79点（64％）、以下ホルンフェルス

23点（19％）、頁岩17点（14％）、尾鈴山酸性岩類3

点（2％）となり、礫群の礫とほぼ同様の構成割合を

示す。平均重量は183gで、尾鈴山酸性岩類が846g、

ホルンフェルス421g、砂岩117g、頁岩48gとな

る。赤化度は、非赤化礫の割合が約59％で、礫群平

均（約36％）より高い。完形率は低く破砕礫が多い。

接合関係を見ると13組33点が接合し、最長で7．6m

離れた礫が接合した。

礫群及び散礫の接合状況を第11図に示す。

石材 重 量（g） 数 （個数 ） 平均 （g）
赤化度 （％）

付 着物
完形 度 （％）

非赤化（0）弱（1） 中（2） 強（3） k 1 2 3
尾鈴 山酸性岩類 2，539 3 84 6

74
（59）

42
（33）

8
（6）

2
（2） 0

24
（19）

12
（．10）

17
（13）

73
（58）

砂岩 9，249 79 117
頁岩 820 17 48
ホルンフェルス 9，695 23 42 2
その他 715 4 179
計 2 3，018 126 18 3

第5表　後期旧石器時代I期散礫属性一覧表
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（2）遣物

○石器器種

出土石器は、40点である。内訳は、台形石器1点、

削器1点、敲石2点、剥片34点、チップ2点である。

石核は出土していない。

○遣物分布

石器は調査区西部～北西部を中心に出土する。特

に集中域は確認されていないが、礫群内から出土し

た遣物が全体の約60％であることから、礫群と遣物

の関係は注目される。

○石材及び接合資料

石材の内訳は、ホルンフェルス16点、流紋岩10点、

頁岩3点、黒曜石4点、チャート3点、サヌカイト

2点、砂岩2点である。ホルンフェルスが全体の40

％、流紋岩が25％を占める。ホルンフェルス製石器

は、丘陵尾根の南側に多く、流紋岩製石器はB12グ

リッド付近に展開するSI3の範囲内に集中する傾

向が見られる。

接合資料は、SI4とSI6から出土したホルン

フェルス製剥片2点が接合したが、1点の剥片とし

て図化した。このほかホルンフェルス・流紋岩の剥

片が数点接合した。出土位置やサイズ等は、第7表

の観察表に参考資料として表す。

以下に石材別出土石器の特徴を述べる。

チャート（第13図1）

削器1点、剥片2点出土。1は削器である。不定

形剥片を素材に、下面に腹面からの加工を施し、刃

部を作り出している。出土位置は調査区東側斜面末

端で、周りに同石材の石器類はみられない。他の場

所からの単独持ち込みか、丘陵上部からの流れ込み

の可能性が高い。

黒曜石（第13図2）

台形石器1点、剥片1点、チップ2点出土。2は

日東産黒曜石製の台形石器である。背面下部に自然

面を残し、左側縁と右側縁上部には背・腹両面から

の調整が施されている。

砂岩（第13図3，4）

敲石2点出土。3は棒状の敲石で、正面上部に敲

打痕を認める。4は楕円形の敲石で、下面と正面上

部に敲打痕がある。いずれもSI9内から出土した。

ホルンフエルス（第13図5～7）

剥片16点出土、そのうち2点を図化した。5はS

I4、6はSI6から、それぞれ出土した剥片が接

合した。左右両側縁に自然面を残す。腹面下部の剥

離作業中、衝撃で折れたものと推察される。7は、

大型で縦長の素材剥片である。下端に自然面が残り、

打面には二次加工が施される。

流紋岩

剥片10点が出土した。うち同一母岩とみられる8

点がSI3、SI4内から出土した。礫面を多く残

し、2個体9点の接合も見られた。

頁岩

剥片3点が出土した。調査区の広い範囲に出土し、

接合関係も見られない。

サヌカイト

剥片2点のみ出土した。いずれも1～2cm程度の

小片である。

石 材
器 種

流 紋 岩 頁岩 ホルンフェルス サヌカイト 黒 曜 石 チャー ト 砂 岩 計

削器 1 1
台 形 石 器　」　」 1 1

敲 石 2 2
剥 片

0・
10 3 16 2 1 2 3 4

チ三フ 2 2
計 10 3 16 2 4 3 ． 2 4 0

重 量 （g） 228．1 2 32 ．3 5 7 4 ．8 1．7 2 4 1．6 6 5 7．7

第6表　後期旧石器時代I期石器■石材組成
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＋

第12図　後期旧石器時代I期石材別遺物分布図（S＝1／500）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿L　　　　　　　－　l l l l l

第13図　後期旧石器時代I期石材別石器実測図（1）（S＝1／2）
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第14図　I期　石器実測図（2）（5・6　S＝1／3、7　S＝1／2）

番 号
注 記

番 号
グリッド 層 位

石器

ブロック
器 種 石 材 接合資料

長 さ

（c m ）

幅

（cm ）

厚 さ

（cm ）

重 量

（g）
X 座 標 Y 座 標

レベ ル

（m ）
備 考

1 1 4 F 3 3 Ⅹ 削 器 チャート 5．0 2．7 1．1 10．5 －9 8 4 05 ．2 55 4 3 32 8 ．27 1 86 ．0 3 0

2 2 50 C 2 3 Ⅹ 台 形 石 器 黒 曜石 （日東 ） 2．0 1．8 0．5 1．7 －9 8 4 16 ．7 65 4 32 9 6 ．74 7 87 ．3 9 3

3 2 64 E 1 1 Ⅹ 敲 石 砂岩 13．4 6．3 5．3 5 33．0 －9 8 4 31 ．7 04 4 3 3 17 ．05 7 86 ．5 39‾

4 2 75 D 12 Ⅹ 敲 石 砂岩 5．8 4．3 4．2 12 4．7 －9 8 4 32 ．8 57 4 33 16 ．0 16 86 ．5 56

5 24 2 B 13 Ⅹ 剥 片 ホルンフェル ス （4） 7．3 5．7 1．5 6 4．2 －9 8 42 4 ．7 18 4 32 8 8 ．7 16 87 ．2 7 7 S I6

6 24 8 B 24 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェル ス ．（4） 8．2 5．9 2．0 12 2．0 －9 8 4 14 ．4 04 4 32 9 3 ．88 0 87 ．4 72 S I6

7 24 9 C 22 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 7．9 3．1 1．0 16．5 －9 8 4 14 ．3 37 4 32 9 6 ．15 4 87 ．4 30

24 6 C 2 1 Ⅹ 剥 片 サヌカイト 1．6 1．0 0．5 0．5 －9 8 4 18 ．92 4 4 32 9 6．62 8 8 7 ．3 28 S I6

2 53 D 4 1 Ⅹ 剥 片 サヌカイト 2．2 1．3 1．0 1．2 －9 8 39 9 ．04 5 4 33 0 8．9 1 0 8 7 ．7 08

19 1 D 24 Ⅹ 剥 片 頁岩 4．7 2．5 2．2 11．7 －9 84 17 ．82 1 4 33 1 2．9 5 1 8 7 ．0 45

22 5 Z O 4 Ⅹ 剥 片 頁岩 8．5 7．0 5．0 2 10．8 －9 84 3 3 ．08 2 4 32 7 5．3 2 9 8 7 ．2 28

24 5 C 2 1 Ⅹ 剥 片 頁岩 4．7 ．1．9 1．4 9．8 －9 84 18 ．47 6 43 2 9 6．11 4 8 7 ．4 02 SI6

26 1 E 5 3 Ⅹ 剥 片 黒曜 石 （日東） 0．9 0．8 0．3 0．1 －9 8 38 7 ．05 1 43 3 19 ．14 9 8 7 ．1 75

24 7 B 2 4 Ⅹ 砕 片 黒曜 石 0．4 0．3 0．1 0．1 －9 84 17 ．36 0 43 2 94 ．7 2 8 8 7 ．34 0 SI6

26 2 E 5 3 Ⅹ 砕 片 黒曜 石 0．5 0．2 0．1 0．1 －9 83 8 5 ．50 4 43 3 20 ．3 4 7 8 7 ．13 2

18 7 D 4 4 Ⅹ 剥 片 チャー ト 6．7 2．1 2．2 3 0．5 －9 83 9 5 ．56 4 43 3 15 ．2 48 8 7 ．55 4

25 2 C 14 Ⅹ 剥 片 チャー ト 1．5 0．6 0．8 0．6 －9 84 2 7 ．98 6 43 3 04 ．0 80 8 6 ．98 6

22 9 B ll Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 2．2 1．4 0．6 1．4 －9 84 3 2 ．18 2 4 3 2 87 ．6 60 8 7 ．13 8

2 4 1 B 13 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 8．2 4．9 2．3 7 3．8 －98 4 2 6．9 0 0 4 3 2 90 ．7 3 1 8 7 ．15 5 SI4

2 5 1 C 11 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 5．4 4．8 1．0 1 7．2 －98 4 2 8．15 3 4 3 29 9 ．3 90 8 6 ．95 9

2 6 5 E ll Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 5．3 4．2 1．0 24 ．0 －98 4 3 2．31 3 4 3 3 14 ．8 52 8 6 ．63 6

2 2 3 Z O 4 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス 2．2 1．2 0．3 0．9 －98 4 3 5．19 7 4 3 2 73 ．7 34 8 7 ．22 2

2 2 4 Z O 4 Ⅹ 剥 片 ホル ンフ ェルス 4 ．0 2．6 0．6 4 ．3 －98 4 34 ．2 0 4 4 3 2 75 ．1 89 8 7 ．36 7

2 2 7 A 1 2 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス （3） 6．1 4．2 2．1 4 1．7 －98 4 2 9．7 2 8 4 3 28 5 ．2 76 8 7 ．19 9

2 2 8 B 1 1 Ⅹ 剥 片 ホル ンフ ェルス （3） 4 ．9 4．3 1．8 2 6．2 －98 4 29 ．8 9 8 4 3 28 8 ．6 09 8 7．14 1 S I2

2 2 6 A 1 2 Ⅹ 剥 片 ホ／レンフェルス 5．0 4．0 1．3 22．5 －98 4 32 ．17 6 4 3 28 4 ．4 29 8 7．27 5

2 5 6 D 4 3 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス （5） 6．4 4．2 1．8 3 7．1 －98 3 9 7．9 3 4 4 3 30 7 ．7 68 8 7．65 4

2 5 7 D 4 3 Ⅹ 剥 片 ホル ンフェルス （5） 8．2 4．5 2．2 7 3．8 －98 3 9 7．6 0 8 4 3 30 7 ．8 7 1 8 7．6 6 9

2 3 9 B 1 3 Ⅹ 剥 片 ホルンフェルス （7） 9．2 3．9 1．5 39．3 －98 4 2 7．5 2 6 4 3 28 9 ．7 04 8 7．2 8 0 S I4

2 4 3 B 1 3 Ⅹ 剥 片 ホルンフェルス （7） 5．2 2．3 1．5 9．9 －98 4 24 ．5 7 3 4 3 29 0 ．0 93 8 7．2 3 0 S I6

2 3 1 B 1 21 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （6） 6．0 2．5 2．5 2 7．0 －98 4 30 ．0 4 7 4 3 29 1．7 55 8 7．0 6 5 S I3

2 3 2 B 1 2 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 5．5 3．6 2．0 2 7．7 －98 4 29 ．8 1 8 4 3 29 2 ．14 9 8 7．0 8 4 S I3

2 3 3 B 1 2 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （6） 4．7 5．0 1．7 33．6 －98 4 29 ．6 5 3 4 3 29 2 ．82 1 8 7．0 7 2 S I3

2 34 B 1 2 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 3．4 3．0 1．4 10．1 －98 4 29 ．132 4 32 9 2 ．7 75 8 7．10 5 S I3

2 3 5 B 1 2 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 4．1 2．5 1．0 7．7 －98 4 28 ．6 70 4 32 9 2 ．54 2 87 ．0 8 1 S I3

2 36 B 12 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 5．3 4．8 1．7 3 1．0 －98 4 28 ．5 09 4 32 9 1 ．99 1 87 ．10 6 S I3

2 3 7 B 12 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 2．1 1．5 0．5 1．6 －9 8 42 8 ．3 19 4 32 9 1 ．98 6 87 ．0 8 0 S I3

2 38 B 12 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （2） 7．0 4 ．8 2．0 54．5 －9 8 42 8 ．8 52 4 32 9 4 ．00 9 87 ．0 78 S I4

2 40 B 1 3 Ⅹ 剥 片 流 紋岩 （6） 6．4 3．5 1．8 29．1 －9 8 42 7 ．0 2 1 4 32 9 0 ．50 5 87 ．13 3 S I4

2 58 D 42 Ⅹ 剥 片 流紋 岩 3．1 2．5 0．8 5．8 －9 8 39 8 ．5 70 4 33 1 3 ．8 13 87 ．3 97 S I8

第7表　後期旧石器時代I期遺物計測表
※接合資料の（）付き番号は実測していない接合資料である。

（3）小結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石器の多くは、大型でやや粗い加工を施されたも

9基の礫群とそれに伴う石器の出土が、この時代　　のが多い。ホルンフェルス・流紋岩・砂岩など近く

の特徴である。礫群は大きめの完形または完形に近　　で入手可能な石材が利用されている。石核はなくチッ

い礫から構成される。赤化礫が多いが、赤化度は弱　　プ等も出土しないことから、製品類は他の場所から

い。礫群内や散礫間に複数の接合が確認できた。　　　の持ち込みと考えられる。
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2　後期旧石器時代Ⅱ期

AT下の暗褐色土上部（MB2）で確認された文

化層（約1，680Iぜ）を後期旧石器時代Ⅱ期とする。

（1）遺構

遺構は、礫群が3基検出された。いずれも調査区

中央部より北寄りにある。3つの礫群に囲まれる形

で石器ブロック1箇所を検出した。また、調査区全

面に散礫が出土した。礫群、石器ブロック、遣物、

散礫の分布状況を第15図に示す。

【礫群】

SIlO（第16図）

調査区中央部、E34グリッド付近で検出した。

標高は約86．9m～86．5mの傾斜地で、礫のレベ

ル差は約40cmある。長径5．0m、短径2．5mの範囲

に中～小型の礫が10点出土した。石材は、ホルンフェ

ルス7点、砂岩2点、頁岩1点である。礫の総重量

は3，958gで、ホルンフェルスが約70％、頁岩が18％、

砂岩13％の順となる。6点の磯が赤化しているが、

赤化度は弱い。完形礫はなく、10個すべてが完形率

90％以下の破砕礫である。礫群内の礫4点と、10．6

m離れた隣接するSIllの礫1点が接合した。また、

礫群内で剥片が2点出土し、流紋岩製剥片1点（第

16図19）を掲載した。

Z　43．276　A　43，286　B　43，296　C　43．306　D　43．316　E　43・326　F

6　　　 回’　　 ’
． 己．
4　1ヨ

国

十 二
‘響 ′’

田

・． ・ 晦 餌 ．

．・l J ‘． 、ヽt

誓 亘 ：．・．．

囚

第15図　後期旧石器時代Ⅱ期遺構・遺物・礫分布図（S＝1／500）
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SI11（第16図）

SIlOの北側、E42～F41グリットにかけて検出

した。標高は約87．2m～86．5mで東に下る斜面に

位置し、礫のレベル差は約70cmある。長径6．0m、

短径2．6mの範囲に29点の礫で構成される。石材は

ホルンフェルス14点（48％）、砂岩12点（41％）、頁岩

1点（3％）、その他2点（7％）である。礫の総重量は

4，651gで、ホルンフェルスと砂岩で92％を占める

が、約半数の16点の礫が20g以下の小型破砕礫であ

る。非赤化礫が21点（72％）と赤化していない礫が

多い。礫群内で2組7点が接合した。検出範囲内で

遣物は出土していない。

石材別構成比
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SI12（第16図）

調査区北西壁際で、丘陵頂上に近いC34グリッド

周辺に、長径4．3m、短径1．8mの範囲に大小35点

の礫が出土した。標高は約87．8mで、レベル差の

少ない比較的平坦地である。石材は砂岩が中心で22

点（63％）を占める。総重量は4，669gで砂岩・ホ

ルンフェルスの占める割合が高いが、17点の重量20

g以下の小型破砕礫を含んでいる。29点（83％）の

礫が赤化している。接合関係では、礫群内で6組21

点、散礫と1組2点の接合を見た。礫群内から使用

痕剥片1点（第18図11）、剥片4点が出土した。

石材別重量比
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第8表　後期旧石器時代Ⅱ期礫群属性グラフ
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第16図　後期旧石器時代Ⅱ期礫群実測図・接合状況図（S＝1／80）
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S IlO S Il l S I12 全 体

検 出面 Ⅸ Ⅸ Ⅸ

検 出グリッド E 34 E 4 2 ・F 4 1 C 3 4

長 径　　　　 （m ） 5．0 6．0 4．3 5．1

短 径　　　　 （m ） 2．5 2．6 1．8 2．3

掘 込 の有 無 無 4旺
ノ＼ヽヽ

無

礫 の構 成 密 度 疎 疎 疎

石

材

の
分

類

と

そ

の
割

合

尾鈴 山酸性岩礫数 （％） 0 0 2（6） 2（2）

重量 （g）〈％〉 0 0 59 0〈13〉 590（4）

砂岩礫数 （％） 2（20） 12（41） 22（63） 36（49）

重量 （g）〈％〉 515 〈13〉 19 07 〈41〉 193 1〈41〉 43 53（33）

頁岩礁数 （％） 1（10） 1（3） 2（6） 4（5）

重量 （g）〈％〉 700 〈18〉 55〈2〉 20 〈0．4〉 775（6）

ホルンフェルス礫数 （％） 7（70） 14（48） 2（6） 23（31）

重量 （g）〈％〉 274 3 〈70〉 23 68 〈51〉 176 7〈38〉 68 78（52）

その他礫数 （％） 0 2（7） 7（20） 9（12）

重量 （g）〈％〉 0 32 1〈7〉 36 1〈8〉 68 2（5）

礫合計数 10 2 9 35 74

総重量 （g） 395 8 46 5 1 4 66 9 132 78

平 均 重 量　　　　　　 （g） 395 16 0 133 22 9

赤

化

度

非赤化　　 礫数　 （％） 4（40 ） 21 （7 2） 6（17 ） 31
弱　　　 磯数　 （％） 5（50 ） 7 （24） 12（34） 24

中　　　 礫数　 （％） 1 （10 ） 1（3） 10（29） 12
強　　　 礫数　 （％） 0 0 7（20 ） 7

付着 物 有　　　 礫数 0 0 1 1

ノ±＝ナ
76
形

度

k　　　 礫数　 （％） 0 1（37） 4（11） 5
1　　 礫数　 （％） 2（20） 2 （7） 3（9） 7

2　　　 礫数　 （％） 8（80） 2 （7） 4（11） 14
3　　　 磯数　 （％） 0 24 （83） 24（69） 48

接

合

状

況

遺構 内　 （接合箇所数） 0 7 2 1

（接合個体数） 0 2 6

遺構 ＋遺構 （接合 箇所数 ） 5 0 0

（接合個体数） 1 0 0

遺構 ＋散磯 （接合 箇所数 ） 0 0 2

（接合個体数） 0 0 1

備

考

調査区中央部の斜面に出土。礫 北側 の斜面に出土。礫密度 調査区の北西、標高の最も高い
の密集度は低く、赤化度も弱く、 は低い。赤化礫の割合は低 位置に出土。80％以上の礫が
破砕礫が多い。剥片2点出土。 く、破砕 された小礫片が多

い。剥片1点出土。

赤化し、小礫片が多い。使用痕

剥片1点、剥片3点が出土した。

第9表　後期旧石器時代Ⅱ期礫群属性一覧表

【石器ブロック1】

E4グリット付近の長径4m、短径2．2mの範囲

に、石器13点が集中しており、石器ブロック1と認

定した。内訳は、ナイフ形石器2点、掻器1点、剥

片10点である。石材は、流紋岩9点、頁岩2点、ホ

ルンフェルス2点である。それぞれの石器の詳細に

ついては、本節の（2）「遣物」の項目で述べる。

石器ブロックの器種別・石材別分布状況は、第17図

を参照されたい。

【散礫】

散礫は調査区全体に散在するが、中央から北より

にやや多い。総礫数は87点で、砂岩が51点（59％）、

石 材
器 種

流 紋 岩 頁岩 ホルンフェルス 計

ナイフ形 石 器 1 1 2
掻 器 1 1
剥 片 7 1 2 10
計 9 2 2 1 3

第10表　後期旧石器時代Ⅱ期
石器ブロック1石器・石材組成

ホルンフェルス24点（28％）、貢岩9点（10％）、尾

鈴山酸性岩類2点（2％）、その他1点（1％）と

なっている。礫の58％に赤化がみられるが、ほとん

どが「弱」・「中」の弱い赤化である。完形礫は少

なく、中～小型の破砕礫が多い。Ⅱ期散礫の属性を

第11表に示す。

石 材 重 量 （g ） 数 （個 数 ） 平 均 （g ） 赤 化 度 付 着 物 完 形 度

非赤化（0） 弱（1） 中（2） 強（3） k 1 2 3
尾 鈴 山酸 性 岩 類 35 0 2 17 5

4 2 （4 8） 36 （4 1） 7 （8 ） 2 （2 ） 0 9 （1 0） 3 （3） 6 （7 ） 6 9 （8 0 ）

砂 岩 2 ，66 5 5 1 5 2
頁 岩 6 2 9 7

ホ ル ン フ ェ ル ス 9 ，14 3 24 3 8 1
そ の 他 1，18 0 1 1 ，18 0
計 13 ，4 0 0 87 154

第11表　後期旧石器時代Ⅱ期散礫属性一覧表

－28－



（2）遺物

○石器器種

田土石器は39点である。内訳はナイフ形石器2点、

掻器1点、細石刃1点、使用痕ある剥片2点、二次

加工剥片1点、剥片32点である。

○遺物分布

石器は北部の石器ブロック1とその周辺に多い。

特にナイフ形石器、掻器等の製品は北部に集中し、

南部には剥片がまばらに出土している。

○石材及び接合資料

石材の内訳は、流紋岩18点、ホルンフェルス15点、

頁岩2点、サヌカイト3点、黒曜石1点である（第

12表）。石器ブロック内の石材は、流紋岩8点、頁

岩2点、ホルンフェルス2点となる。

接合関係をみると、流紋岩が2組4点、ホルンフェ

ルス1組2点が接合した。

以下に石材別田土石器の特徴を述べる。

黒曜石（第18図8）

8は細石刃である。裏面右側縁上部に調整痕がう

かがえる。調査区北西壁近くで出土したが、他に同

石材の遣物がないことから単独の持ち込みか、上層

からの落ち込みの可能性が高い。

流紋岩（第18図9～17）

掻器1点、ナイフ形石器1点、剥片10点が出土し

た。9は四角形の剥片を素材に、先端部に腹面から

の加工により刃部を形成した掻器である。10は右側

縁に背・腹両面からの刃潰し調整と基部加工が施さ

れたナイフ形石器である。11、12は、使用痕ある剥

片である。11は、やや幅広の不定形剥片で、背面右

側縁に自然面を残し、左側縁に使用痕をもつ。打面

に二次加工の痕跡がある。12は、縦長に剥離された

剥片で、右側縁及び上面に自然面を残す。左右両側

縁に使用痕と思われる微細な剥離痕が伺える。打面

に二次加工を施す。13は、腹面に大きく自然面を残

し、背面右側縁に腹面からの細かな加工痕をもつ二

次加工剥片である。14・15は、同一母岩から剥離さ

れた縦長剥片と考えられ、石器製作に用いようとし

た素材剥片である。いずれも下部に自然面を残し、

打面には数回の加工を施した痕跡が残る。16は、上

部にふくらみをもつ不定型剥片である。背面左側縁

上部、腹面左側縁下部に微細な剥離痕が伺える。打

面にも加工された跡がある。17は、正面左側に自然

面を大きく残す縦長の不定形剥片である。左側上部

は、表皮が剥落している。背面右側縁及び上端付近

に数回の剥離をうけている。

頁岩（第18図18・19）

ナイフ形石器1点、剥片1点、計2点が出土した。

18は、基部に腹面からの調整加工が施されたナイフ

形石器である。上部は欠損している。19は、背面右

側縁に腹面からの剥離をうけた縦長剥片で、石器を

作るための素材剥片である。下端に自然面を残して

いる。

ホルンフエルス

剥片15点が出土した。この内4点がSIllから、

1点がSIlOから出土した。

サヌカイト

剥片3点のみ出土した。

接合資料1：流紋岩　（第18図20・21）

20・21は接合資料1である。2点の縦長に剥離さ

れた剥片が接合している。いずれも背面下部に自然

面を残す。上面に打面を再生した後、そこを打点に

二つに剥離している。20は、やや幅広での不定形剥

片である。腹面の左側縁及び下面に、微細な剥離痕

が伺える。21は腹面下端に微細な剥離の痕跡がある。

石 材

器 種

流 紋 岩 頁 岩 ホ ル ン フェル ス サ ヌカイト 黒 曜 石 計

ナ イフ形 石 器 1 1 2

細 石 刃 1 1

掻 器 1 1

使 用 痕 剥 片 2 2

二 次 加 工 剥 片 1 1

剥 片 13 1 15 3 3 2

計 18 2 ° 15 3 1 3 9

重 量 （g） 3 14 ．9 5 ．3 15 1 5 ．2 0 ．2

第12表　後期旧石器時代Ⅱ期石器・石材組成表
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番 号
注 記

グ リッド 層位
石器

器 種 石 材
接 合 長 さ 幅 厚 さ 重 量 国 土座 標 国 土 座 標 レベ ル

備 考
番 号 ブロック 資 料 （cm ） （cm ） （c m ） （g ） X 座 標 Y 座 標 （m ）

8 16 0 D 52 Ⅸ 細 石 刃 黒 曜 石 1．0 0 ．7 0 ．3 0 ．2 －9 83 9 1．6 92 4 3 3 14 ．77 4 87 ．8 78

9 17 2 E 4 1 Ⅸ 1 掻 器 流 紋 岩 6．1 4 ．6 2 ．1 4 6．5 －9 84 0 1．6 66 4 3 3 17 ．4 10 87 ．4 8 1

10 16 5 E 4 1 Ⅸ 1 ナ イフ形 石 器 流 紋 岩 4 ．8 1．5 1 ．0 6．2 －9 84 02 ．7 60 4 3 3 18 ．11 3 87 ．4 65

1 1 2 14 C 3 1 Ⅸ 使 用 痕 剥 片 流 紋 岩 8．1 6 ．4 2 ．1 8 0．7 －98 4 07 ．6 86 4 3 30 1 ．20 3 87 ．7 24 SI5

12 15 7 D l l Ⅸ 使 用 痕 剥 片 流 紋 岩 4 ．9 3 ．9 1 ．4 2 2．1 －98 4 32 ．3 03 4 3 30 6 ．06 2 87 ．2 95

13 18 5 C 2 1 Ⅸ 二 次 加 工 剥 片 流 紋 岩 2 ．0 1．8 0 ．5 1．9 －98 4 19 ．7 67 4 3 29 5 ．9 13 87 ．4 57

14 8 E 33 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 6．1 1．7 ‘1 ．4 1 1．8 －98 4 07 ．09 5 4 3 3 16 ．36 6 87 ．5 25

15 2 7 E 4 3 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 6 ．2 1．8 1 ．3 8．6 －98 39 7 ．58 7 4 3 3 19 ．02 1 87 ．3 53

16 188 E 33 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 5．5 3 ．0 1 ．8 1 3．4 －98 4 06 ．5 70 4 3 3 16．18 5 87 ．3 85

17 2 18 E 4 4 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 6 ．4 2 ．6 1 ．5 1 5．6 －98 40 5 ．9 79 4 3 32 3．9 9 0 86 ．8 54 SI3

18 166 E 4 1 Ⅸ 1 ナ イフ形 石 器 頁 岩 2 ．0 1．4 0 ．6 1．6 －98 40 2 ．03 7 4 3 3 17．8 8 3 87 ．4 15

19 176 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 頁 岩 4 ．2 1．4 0 ．7 3．7 －98 40 0 ．93 9 4 3 31 6．10 6 87 ．4 77

20 170 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 1 6 ．8 3 ．6 1 ．4 50 ．0 －98 40 1 ．86 3 4 3 31 6．7 5 5 8 7 ．50 3

2 1 17 1 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 1 5 ．8 4 ．9 1 ．7 3 5．0 －98 40 1 ．57 1 4 3 31 7．149 8 7 ．52 4

1 77 D 4 2 Ⅸ 剥 片 サヌカイト 2 ．4 1 ．6 0 ．6 1．3 －98 40 0 ．39 3 4 3 3 14．8 18 8 7 ．62 8

1 84 C 2 1 Ⅸ 剥 片 サヌカイト 2 ．2 1 ．2 0 ．6 1．1 －98 4 19 ．9 17 4 32 9 6．7 48 8 7 ．6 56

1 86 C 2 1 Ⅸ 剥 片 サヌカイト 2 ．2 2 ．1 0 ．8 2 ．8 －98 4 18 ．12 3 4 32 9 6．6 0 3 8 7 ．50 5

1 83 B 14 Ⅸ 剥 片 ホル ンフェルス 3 ．9 2 ．6 0 ．7 6 ．7 －98 42 5 ．2 17 4 32 9 1．9 79 8 7 ．35 9

1 96 A 12 Ⅸ 剥 片 ホル ンフェル ス 2 ．8 1 ．7 0 ．5 2 ．0 －98 42 7 ．99 5 4 32 9 7．2 30 8 7 ．32 1

26 E 4 3 Ⅸ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 4 ．7 2 ．6 0 ．9 10 ．8 －98 39 3 ．65 5 4 33 2 0．0 34 8 7 ．29 0

1 59 D 3 4 Ⅸ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 6 ．2 5 ．5 1．0 42 ．4 －98 40 7 ．42 4 4 33 1 5．6 25 8 7 ．53 3

1 67 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 ホル ンフェル ス （9 ） 2 ．8 2 ．2 0．5 3 ．6 －98 40 2 ．6 13 4 33 1 7．4 19 8 7 ．45 4

1 78 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 ホル ンフ ェル ス （9 ） 3 ．3 2 ．7 0．5 3 ．9 －9 8 40 2 ．63 0 4 33 1 7．4 23 8 7 ．43 7

18 0 A O 3 Ⅸ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 3 ．9 3 ．2 0．9 8 ．4 －9 8 43 4 ．54 5 4 32 76 ．2 77 8 7 ．46 1

18 1 A O 3 Ⅸ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 3 ．5 2 ．6 1．2 9 ．0 －9 8 43 3 ．72 3 4 32 76 ．0 82 8 7 ．4 2 2

2 12 C 3 2 Ⅸ 剥 片 ホ ル ンフ ェル ス 4 ．7 2 ．3 1．0 10 ．9 －9 8 40 4 ．34 6 4 33 30 ．9 56 8 6 ．13 1 S I5

2 13 C 3 2 Ⅸ 剥 片 ホ ル ンフェル ス 4 ．0 1 ．7 0 ．6 4 ．5 －9 8 40 8 ．4 7 2 4 33 00 ．9 19 8 7 ．82 1 S I5

2 15 C 3 4 Ⅸ 剥 片 ホル シフェル ス 1 ．9 1 ．6 0 ．5 1．5 －9 84 0 7 ．8 4 4 4 33 00 ．4 52 8 7 ．82 8 S I5

2 16 C 3 4 Ⅸ 剥 片 ホル ンフェル ス 3 ．0 2 ．6 0 ．5 3 ．0 －9 84 0 7 ．2 1 0 4 33 0 1．4 6 1 8 7 ．8 4 7 S I5

2 19 E 4 2 Ⅸ 剥 片 ホル ンフェル ス 4 ．9 2 ．2 1．0 8 ．4 －9 84 0 5．8 2 5 4 33 24 ．6 18 8 6 ．8 2 1 S I4

16 2 B 14 Ⅸ 剥 片 ホル ンフェ／レス 5 ．7 3．9 0 ．9 18 ．9 －9 84 2 6．6 7 3 43 2 92 ．3 89 8 7 ．51 3

18 2 A O 3 Ⅸ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 4 ．3 3．2 1．8 17 ．0 －9 84 3 2．9 7 3 43 2 78 ．6 10 8 7 ．4 3 0

16 4 B 24 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 3 ．0 2．0 1．4 5 ．0 －9 84 1 7．8 7 3 43 2 95 ．4 13 8 7．5 8 8

16 8 E 33 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 （8） 3 ．1 2．4 0 ．5 4 ．4 －9 84 0 3．0 42 43 3 16 ．88 6 8 7．5 5 9

16 9 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 4 ．6 1．8 0 ．6 3 ．9 －9 84 02 ．7 68 43 3 16 ．64 5 8 7．5 5 0

17 3 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 3 ．1 2 ．5 0 ．6 4 ．0 －9 84 0 1．4 90 43 3 17 ．65 9 8 7．5 5 1

17 4 E 4 1 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 1 ．6 1．4 0 ．3 0 ．8 －9 84 0 1．2 70 43 3 17 ．4 17 8 7．4 90

17 9 E 33 Ⅸ 1 剥 片 流 紋 岩 （8） 2 ．2 2 ．0 0 ．7 3 ．1 －9 84 03 ．0 75 43 3 16 ．87 6 8 7．5 65

23 0 B 12 Ⅸ 剥 片 流 紋 岩 3 ．2 1．8 1．0 1 ．9 －9 84 32 ．1 8 1 43 29 2 ．88 7 ．8 7．155 SI9

第13表　後期旧石器時代Ⅱ期遺物計測表

（3）　小結

後期旧石器時代Ⅱ期では、3基の礫群と石器ブロッ

ク1箇所が検出された。斜面で検出された2基は出

土礫のレベル差が大きく、原位置を留めていない可

能性もある。石材は、ホルンフェルスを中心に砂岩、

頁岩となる。これに対し頂上付近の平坦面に検出さ

れた礫群は、砂岩中心で、尾鈴山酸性岩類も構成礫

に含まれる。礫の大きさはI期礫群より小型で、完

形礫は少なくなる。

石器は、礫群のある北部を中心に出土している。

石材は流紋岩・ホルンフェルスが主体で、いずれの

石材も本遺跡周辺で容易に入手可能な石材である。

中でも流紋岩は、掻器やナイフ形石器・二次加工剥

片など多様な用途に使用されている。

石核や敲石、チップなど本遺跡内で石器製作を伺

わせるものは出土しておらず、製品類は、他の場所

で製作され、本遺跡に持ち込まれたと考えられる。

－32－



3　後期旧石器時代Ⅲ期

AT上位のⅥ層（MBl）～Ⅶ層（ML2）を後期旧

石器時代Ⅲ期とする。この包含層は、調査区北西部

が削平をうけ、調査実施面積は約1，400I茸である。

（1）遺構

調査区南部、一次調査区との境界近くに磯群1基

を検出した。土層の状況からⅦ層（ML2）の礫群と

判断した。礫群の北西には、約30点の石器が集中す

る石器ブロック2を確認した。また、出土数は少な

いが、散礫も出土した。礫群・石器ブロックの位置、

遺物・散礫の出土状況を第19図に示す。

【礫群】

調査区南端のDllグリッド付近でSI13を検出し

た。長径7．0m、短径4．8mの範囲に48点の礫が出

土した。標高は、約87．6mで緩やかな斜面である。

構成礫は、砂岩33点（69％）、ホルンフェルス8

点（17％）、尾鈴山酸性岩類6点（13％）、頁岩1点

（2％）である。礫の総重量は30，295gで、砂岩が

全体の41％を占め、ホルンフェルス32％、尾鈴山酸

性岩類27％、頁岩2％となる。ホルンフェルス、尾

鈴山酸性岩類に大型の礫が多い。また、58％の礫が

赤化しており、完形率90％以上の礫が64％と高いの

も特徴である。4個体12点の礫が接合したが、すべ

て礫群内の接合であった。遣物は石核1点、敲石1

点、剥片6点が礫群内から出土し、そのうち石核1

点（第22図29）・敲石1点（第29図33）を掲載した。

・ 辟　 囚㊥ ・

J

． 囁 °　★

Eコ

’ ぷ 厨 も 聖 迦 竺∴ 。 芯 ＿＿＿＿

’瑞 ・

t

第19図　後期旧石器時代Ⅲ期遺構・遺物・礫分布図（Sl／500）
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第20図　Ⅳ期　礫群実測図（Sl／80）

【石器ブロック2】

C3～C4グリッド付近に長径約20m、短径約10

mの範囲に石器31点から構成される石器ブロック2

を確認した。内訳は、細石刃1点、石核2点、二次

加工剥片1点、剥片27点である。石材は、黒曜石12

点、頁岩13点、流紋岩3点、ホルンフェルス2点で

ある。AT下位の文化層では少なかった遠隔地産の

黒曜石が、石材として増えている点が特徴的である。

それぞれの石器の詳細については、本節の（2）

「遺物」の項目で述べる。

【散磯】

散礫は、調査区全域から出土するが、数は少ない。

総礫数は36点で、砂岩16点、ホルンフェルス11点、

頁岩9点である。調査区北東部の斜面末端にやや多

S I13

検 出面 Ⅶ
検 出 グリッド D l l
長 径　　　　 （m ） 7 ．0
短 径　　　　 （m ） 4 ．8
振 込 の有 無 無

礫 の構 成 密 度 や や密

石

材

尾 鈴山酸性岩類 礫数 （％） 6（13）

重量 （g ）〈％〉 8 195（27）

砂岩礫数 （％） 33（6 9）

の

分

重量 （g ）〈％〉 1264 5 〈4 1〉

頁岩礫数 （％） 1（2）

類

と

重量 （g）〈％〉 65 〈0 ．2〉

ホルンフェルス礫数 （％） 8（17）

そ

の
割

．∠ゝ口

重量 （g）〈％〉 9790 〈32〉

その他礫数 （％） 0

重量 （g）〈％〉 0
礫合計数 48

総重量 （g ） 30，295
平 均 重 量　　　　　 （g ） 639

赤

化

度

非赤化　 礫数 （％） 20 （4 2）

弱　　　 礫 数　 （％） 1 1（2 3）

中　　　 礫数 （％） 14 （3 0 ）

強　　　 礫数 （％） 3 （6 ）

完

形

度

k（完形）　 礫数　 （％） 16 （33）

1（90％以上）　　 礫数　 （％） 6 （13）

2（90～40％）　　 礫数　 （％） 11 （23）

3（40％以下）　　 礫数　 （％） 15 （32）

接

合

状

況

遺構 内　 （接合箇所数 ） 12

（接合個 体数 ） 4

遺構 ＋遺構 （接合箇所数） 0

（接合個体数） 0

遺構 ＋散礫 （接合箇所数） 0

（接合個体数） 0

第14表　S13属性一覧表

石材

器 種
流紋 岩 頁岩 ホルンフェ′レス黒 曜石 砂 岩 計

細 石刃 1 1
細石 刃核

石 核 1 1 2
二 次加 工 剥片 1 1

剥 片 2 13 2 10 27
計 2 15 2 12 0 31

第15表　石器ブロック2　石器・石材組成表

く見られるが、斜面上から流れ落ちてきた可能性も

ある。礫の75％が赤化しておらず、完形を保ってい

る礫も4点（11％）と少ない。平均重量もホルンフェ

ルスが228．4gとやや大きめであるが、砂岩・頁岩

は50g前後と小さめである。平均重量は106．4gと

小型の破砕磯が多いことがわかる。

石 材 重 量 （g ） 数 （個 数 ）平 均 重 量 （g ）
赤 化 度

付 着 物
完 形 度

非赤化 （0） 弱（1） 中（2） 強（3） k 1 2 3

尾 鈴 山 酸 性 岩 類 0 0 0 ．0

2 7 （7 5） 4 （1 1 ） 3 （8 ） 2 （6 ） 0 4 （1 1 ） 1 （3 ） 6 （1 7 ） 2 5 （6 9 ）

砂 岩 8 10 16 5 0 ．6
頁 岩 50 8 9 5 6 ．4

ホ ル ンフ ェ ル ス 2 5 12 1 1 22 8 ．4
そ の 他 0 0 0 ．0
計 3 83 0 36 10 6 ．4

第16表　後期旧石器時代Ⅲ期散礫属性一覧表
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（2）遺物

○石器器種

出土石器は58点である。内訳は、ナイフ形石器1

点、角錐状石器3点、細石刃3点、石核5点、敲石

2点、二次加工剥片1点、剥片43点である。

○遣物分布

後期旧石器時代Ⅲ期の遣物は、調査区中央部より

南側に多い。特にC2～D2グリッド付近に31点の

石器が集中しており、石器ブロック2と認定した。

また、SI13から石核1点（第22図29）、敲石1

点（第22図33）、剥片5点が出土している。

○石材及び接合資料

石器石材の内訳は、頁岩28点、黒曜石15点、流紋

岩6点、ホルンフェルス5点、サヌカイト1点、砂

岩3点である。AT下位の包含層に比べ頁岩、黒曜

石の構成割合が高くなっている（第17表）。

接合状況では、石核5点と接合する石器はなく、

頁岩の剥片が1組2点接合したのみである。

以下に石材別出土石器の特徴を述べる。

ホルンフ工ルス（第22図22）

角錐状石器1点、剥片が4点出土した。22は、角

錐状石器である。左右非対称で下部は折れて欠損し

ている。未製品のまま廃棄されたたと思われる。

黒曜石（第22図23～25）

出土数は15点であるが、総重量は16．3gと1点あ

たり1g未満の小片がほとんどである。内訳は細石

刃2点、石核1点、剥片12点である。23・24は細石

刃である。桑ノ木津留産の黒曜石を素材とし、いず

れも上部または上下両端が欠損している。25は、日

東産黒曜石の石核である。母岩から数センチ角の剥

片石核を作り出し、上面に打面を作成している。そ

こから、正面・右側面・裏面と連続して剥離を行っ

ている。左側面には一部自然面を残す。24・25は、

石器ブロック2から出土した。

頁岩（第22図26～31）

角錐状石器1点、細石刃1点、二次加工剥片1点、

石核4点、剥片21点が出土した。26は角錐状石器で

ある。左右両側面に対向調整を施す二面加工である。

基部に腹面からの調整痕が伺える。27は細石刃であ

る。背面右側縁下部に腹面からの微細な剥離痕が伺

える。打面近くにも微細な剥離の形跡がある。28は

二次加工剥片である。背面右側縁には腹面から、左

側縁上部には背・腹両方向からの微細な剥離の痕跡

がある。29・30・31は、いずれも自然面を多く残した

石核である。29は、正側と右側面に剥離を加えた形

跡が残る。30は正面、左側面、裏面に連続して不定

形剥片を剥出した痕跡がある。下面や裏面には自然

面が多く残る。31も正面上、左側面下など様々な方

向から不定形剥片を剥いでいる。裏面に自然面が残

る。いずれの石核も接合関係はみられない。

砂岩（第22図32～34）

角錐状石器1点、敲石2点が出土した。32は角錐

状石器である。左右両側面に背・腹両面からの加工

が施される。外形はおおむね左右対称であるが、右

側縁下部に大きな剥離の痕跡を残す。先端部は欠損

している。ナイフ形石器の可能性も残す。33は先端

が細くなる棒状の敲石である。上面に弱い敲打痕、

下面に敲打に伴う剥離痕がみられる。34はやや大き

めの棒状扁平礫を素材とした敲石である。下面に使

用に伴う敲打痕、剥離痕がみられる。

流紋岩（第22図35）

ナイフ形石器1点、剥片5点が出土した。35は横

長剥片素材とし、左側縁に腹面からの加工を施した

ナイフ形石器である。上部、下部ともに欠損してお

り、全体の形状は不明である。

サヌカイト

剥片1点のみ出土した。

石 材
器 種

流 紋岩 頁岩 ホルンフェルス サヌカイト 黒 曜 石 砂 岩 計

ナイフ形 石 器 1 1
角錐 状 石器 1 1 1 3

細 石 刃 1 2 3
石 核 4 1 5
敲 石 2 2

二 次 加 工剥 片 1 1
剥 片 5 2 1 4 1 12 4 3
計 6 28 5 1 1 5 3 58

重 量 （g） 52 ．7 4 87 ．5 103 ．5 － 15．1 72 8．6

第17表　後期旧石器時代Ⅲ期石器■石材組成表
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0　黒曜石

ロ　サヌカイト

◎　頁岩

田　流紋岩

＋　ホルンフェルス

☆　砂岩

石器ブロック2

87．2m　　　　　　　　87．0m

Z　　43，276　A　43，286　　B　43，296　C　43，306　D　43，316　E　43，326　　F

励 増♯ ⑳
笥 e

0　 ‾b ◎　　○
鐙　 cO

［∃ ＋ 1▼▼‾‾‾‾○識 語 言 ∴ 十

第21図　後期旧石器時代Ⅲ期石材別遺物分布図（S＝1／500）

43，286　　　　　　　　　43．296　　　　　　　　　43，306　　　　　　　　　43．316　　　　43，286　　　　　　　　　43，296　　　　　　　　　43，306　　　　　　　　　43，316

石器ブロック2（石材）

一敏咽
dal．

24
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（3）小結

後期旧石器時代Ⅲ期では、礫群1基と石器ブロッ

ク1箇所、58点の遣物を確認した。

石器石材として南九州原産の桑ノ木津留・日東産

の黒曜石が利用されている点は注目される。また、

角錐状石器が登場し、自然面を残したまま利用され

ている石核の出土も特徴的である。石核と石器の接

合が見られず、剥離工程の復元は難しい。

番 号
注 記

グリッド 層 石器 器 種 石 材 接 合 長 さ 幅 厚 さ 重 量 国 土 座 標 国 土座 標 レベ ル 備 考番 号 ブロック 資 料 （c m ） （cm ） （cm ） （g） X座 標 Y 座 標 （m ）

2 2 1 15 A O3 Ⅵ 角 錐 状 石 器 ホル ンフェル ス 5．9 2．6 1 5 18 8 －98 4 35 2 13
ノ′

4 32 7 6 9 00 88 16 0
2 3 12 9 B 2 1 Ⅶ 細 石 刃 黒 曜 石 1．1 0．6 0 2 0 1 －98 4 20 34 9 4 32 8 6 5 79 8 8 2 17 桑 ノ木 津 留

桑 ノ木 津 留

日東

2 4 1 19 C 13 Ⅵ 2 細 石 刃 黒 曜石 1．2 0．6 0 2 0 1 －98 42 6 27 9 4 32 9 7 0 1 1 8 8 18 4
2 5 15 6 C 2 1 Ⅶ 2 石 核 黒 曜 石 2．5 1．9 1 4 4 8 －98 42 2 45 8 4 32 98 9 20 8 8 0 10
26 12 6 A ll Ⅶ 角 錐 状 石 器 貢 岩 6．5 2．4 1．5 2 0．4 －98 42 8 24 3 4 32 79 5 07 8 8 1 18
27 12 3 D 2 3 Ⅶ 細 石 刃 頁 岩 0．7 0．5 0 2 0 1 －9 8 4 13 29 1 43 3 09 4 14 8 7 74 6
28 19 B 2 2 Ⅵ 2 二 次加 工 剥 片 頁 岩 5．8 3．2 0．9 15．1 －9 8 42 2．12 8 43 2 9 1 23 9 8 8 2 9 1
29 14 5 C 1 2 Ⅶ 石 核 頁 岩 4．8 3．6 3．7 6 7．5 －9 84 3 2 2 9 1 43 30 4 90 0 8 7 6 2 7
30 124 A 1 3 Ⅵ 石 核 頁 岩 6．2 4．4 4 3 14 3 5 －9 84 2 8 0 9 1 43 27 9 42 5 88 2 28 SI14
3 1 125 A 1 3 Ⅵ 石 核 頁 岩 5．2 4．0 3．6 8 4．5 －9 84 2 8 0 75 43 27 9 55 7 88 2 26
3 2 116 A O 3 Ⅵ 角 錐 状 石 器 砂 岩 7．1 2．5 1 9 2 1 7 －9 84 3 5 188 4 3 27 6 76 4 88 149
3 3 2 74 D 1 1 Ⅶ 敲 石 砂岩 1 1．7 4．6 3 5 24 0 0 －9 84 29 4 34 4 3 30 8 0 7 5 87 6 55 S I1 4
3 4 114 A 1 1 Ⅵ 敲 石 砂岩 16．8 5．0 3 0 4 6 6 9 －9 84 3 1 9 57 4 32 7 6 3 1 3 88 1 19
3 5 46 D 12 Ⅶ ナ イフ形 石 器 流紋 岩 1．8 1．6 1 2 3 4 －98 4 28 5 99 4 33 1 3 5 98 87 6 12

12 C 2 2 Ⅶ 2 石 核 頁岩 5．8 4．1 2．8 52 2 －98 4 18 8 76 4 33 0 3 4 2 1 87 9 15
10 9 A 12 Ⅶ 剥 片 サ ヌカイト －98 4 3 1．7 16 4 32 82 4 76 8 7 86 6
6 3 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．8 1．4 0 7 1 5 －98 42 0 69 4 4 33 05 9 27 8 8 00 8
7 8 D 2 1 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．3 1．2 0 3 0 5 －98 42 0 28 0 4 33 07 8 7 1 8 7．89 6

8 7 95 78 0 D 2 1 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．6 1．1 0 4 0 6 －98 42 0 56 6 4 33 08 2 75
12 0 C 2 1 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．4 1．3 0 4 0 6 －98 42 0 00 9 4 329 7 03 6 8 8 06 8
12 1 C 2 1 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 3．2 2 3 0 6 4 3 －9 84 2 1 4 8 8 43 29 9 5 15 8 8 0 5 7
130 C 13 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．4 1．3 0 5 0 8 －9 84 24 10 6 43 29 9 40 2 8 8 145
132 C 13 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．5 0 6 0 3 0 3 －9 84 24 0 3 7 4 3 30 0 4 2 1 88 146
1 44 C 12 Ⅶ 剥 片 頁 岩 1．5 0 8 0 2 0 2 －9 84 32 8 29 4 3 30 5 70 5 8 7．6 20

87．6 02

87 54 9

SI14
14 6 D 1 1 Ⅶ 剥 片 頁 岩 3．7 2．0 1 1 5 6 －9 84 32 8 06 4 3 30 6 0 5 8 SI14
14 8 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 頁岩 3．2 2．7 0 7 4 9 －9 84 3 1 7 36 4 3 30 7 3 4 1 SI14
14 9 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 頁岩 （1 0） 6．0 4 2 1 8 36 5 －9 84 32 34 5 4 3 30 7 8 1 1 87 5 60 SI1 4
10 2 D ll Ⅶ 剥 片 頁 岩 （1 0） 4．4 2 7 1 0 8 9 －98 4 3 1 60 2 4 33 0 7 9 72 8 7 6 35
15 0 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．1 0．9 0 3 0 3 －98 42 2 53 2 4 33 03 1 13 8 7 99 8
10 6 A ll Ⅵ 剥 片 頁 岩 2．8 3 2 1 5 12 8 －98 42 9 04 7 4 32 80 3 96 8 8 29 5
1 11 A ll Ⅵ 剥 片 頁 岩 3．0 1 5 0 8 3 0 －98 43 0 00 7 4 32 79 4 51 8 8 24 7
1 13 A 11 Ⅵ 剥 片 頁 岩 4．0 2 3 0 8 7 0 －98 42 9 23 6 4 32 78 86 6 8 8 17 5
14 1 A 11 Ⅵ 剥 片 頁 岩 1．0 0 6 0 3 0 1 －98 43 2 79 6 4 32 76 46 0 8 8 2 0 3
6 1 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．6 1．3 0 5 0 9 －9 8 4 19 6 1 5 43 3 04 92 4 8 7 9 8 2
15 1 C 22 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 1．1 0 5 0 4 0 1 －9 8 42 2 6 1 9 43 30 4 94 6 8 8 0 0 1
103 B 1 1 Ⅵ 剥片 頁 岩 6．0 2．3 1．3 14．1 －9 84 2 8 6 9 0 43 28 6 70 7 8 8 3 0 5
122 C 22 Ⅶ 2 剥 片 頁 岩 2．7 1．2 0．4 1．2 －9 84 2 1 6 56 43 30 2 22 1 8 7 9 22
8 7 D 22 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 0．6 0．5 0．3 0 1 －9 84 2 1 3 27 4 3 3 11 86 6 8 7 5 8 1 桑 ノ木 津 留

桑 ノ木 津 留

桑 ノ木 津 留

桑 ノ木 津 留

桑 ノ木 津 留

日東

9 7 C 14 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 1．2 0．8 0．5 0 1 －9 84 24 6 08 4 3 30 2 99 1 87 9 65
1 33 C 13 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 1．5 1．1 0．4 0 7 －9 84 24 2 07 4 3 30 0 8 7 1 87 9 83
1 39 D 2 1 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 0．7 0．5 0．3 0 1 －9 84 2 1 8 38 4 3 30 8 7 22 87 8 2 1
8 1 D 2 1 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 1．8 1．2 0．7 1 2 －98 4 2 1 54 9 4 33 0 9 15 7 8 7 8 51
13 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜石 1．8 1 2 1 1 1 5 －98 4 21 19 5 4 33 02 6 1 1 8 8 14 3
52 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜石 2．3 1 9 1 1 3 4 －98 42 0 42 5 4 33 03 9 69 8 7 90 0 日東
8 8 D 2 2 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 1．9 1 7 1 3 2 7 －98 4 19 64 3 4 33 13 6 93 8 7 4 9 3 日東

6 7 C 2 2 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 0．5 0 2 0 1 0 1 －98 42 0 94 0 4 33 06 3 14 8 8 03 4
12 7 B 2 1 Ⅶ 剥 片 黒 曜 石 －9 8 42 0．38 7 43 2 86 9 33 8 8 15 4
128 B 2 1 Ⅶ 剥 片 黒 曜 石 0．3 0．2 0．1 0 1 －9 84 2 0 18 3 43 28 6 79 4 8 8 10 0
152 D 2 1 Ⅶ 2 剥 片 黒 曜 石 1．0 0．3 0．1 0．1 －9 84 2 2．2 3 1 43 30 6 38 2 8 7 9 6 7
2 5 D 32 Ⅶ 剥 片 ホル ンフェル ス 2．4 1 5 0 8 3 3 －9 84 1 2 130 43 3 14 28 8 8 7 8 34
107 A l l Ⅵ 剥 片 ホル ンフ ェル ス 7．3 3．9 2 9 6 3 3 －9 84 2 9 133 4 3 28 0 14 5 88 2 70
1 3 1 C 13 Ⅶ 2 剥 片 ホル ンフェル ス 4．5 4．2 0 9 1 7 1 －9 84 24 7 72 4 32 9 9 0 8 1 88 1 83
18 B 22 Ⅷ a 2 剥 片 ホル ンフ ェル ス 1．7 1．4 0 5 1 0 －9 84 2 1 5 89 4 32 9 3 7 7 7 87 90 5
1 01 D l l Ⅶ 剥 片 流 紋岩 8．1 5．6 1．1 40．5 －98 4 28 3 74 4 33 0 8 5 14 87 70 1
14 3 C O 4 Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

2

剥 片 流 紋 岩 2．8 2．2 1．0 3．7 －98 4 33．1 13 4 33 0 5．5 54 87．64 3 S I14
14 7 C 2 2 剥 片 流 紋 岩 2．0 0．8 0．7 0．8 －98 4 22．39 7 4 33 0 1．8 92 8 7．89 5
15 3 D 2 2 2 剥 片 流 紋 岩 3．3 1．1 1．1 3．2 －98 42 1．96 4 4 33 09．9 8 1 8 7．82 0
1 17 C 13 剥 片 流 紋 岩 1．5 1．3 1．5 1．1 －98 42 7．59 9 4 32 96．6 87 8 8．0 15

第18表　後期旧石器時代Ⅲ期石器計測表
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4　後期旧石器時代Ⅳ期

後期旧石器時代Ⅳ期として、小林軽石を含む褐色

土層のVa層（Kr－Kb上部）とVb層（Kr－Kb下部）

をとらえた。しかし、調査区北西側は削平され、東

側斜面では本包含層の堆積は不明瞭であった。調査

実施面積は、約1，400汀至である。

（1）遺構

遺構は磯群1基、石器ブロック1箇所を確認した。

磯群（SI14）は調査区最南部、一次調査区との境

界近くで、Ⅲ期で報告したSI13の上部にあたる。

礫群以外に出土した礫は、出土状況から散礫とした。

また、礫群の北側に長径13m、短径8mの範囲に、

石器49点で構成される石器ブロック3を確認した。

【礫群】（第24図）

SI14は調査区南部、Dllグリッド周辺の標高約

87．8mの緩斜面に、礫9点で構成される。長径3．0

m、短径2．1mで、掘り込みや炭化物はみられない。

石材は、ホルンフェルス3点、砂岩と尾鈴山酸性岩

が各2点、頁岩・その他の礫各1点である。総重量

は5，690gで、平均重量622gと中～大型の礫が多

い。赤化度は弱く、完形率も低い。遣物は、敲石1

点（第26図54）が礫群内から出土した。

▼J S　 l 、‘‾　 °　 °　 し
．　 °　　　　 部

嗜 ．

■ 一°

－

瑠 －

°°
°l

第23図　後期旧石器時代Ⅳ期遺構・遺物・礫分布図（S＝1／500）
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第24図　S114群実測図（S＝1／80）

【石器ブロック3】

後期旧石器時代Ⅳ期の遣物は、58点中49点が石器

ブロック3に集中する。D2のグリッド杭を中心に、

長径13m、短径10mの範囲に、細石刃14点、細石刃

核1点、石核2点、敲石1点、剥片31点が集まる

（第20表）。標高は約88．1mで南東に緩やかに下る

地点である。

石材は、黒曜石17点、頁岩25点、チャート3点、

ホルンフェルス3点、砂岩1点である。黒曜石（桑

ノ木津留産）・頁岩製の細石刃・剥片が中心石材・

器種となる。それぞれの石器の詳細については、本

節の（2）「遣物」の項目で述べる。石器ブロック

内の遺物の出土状況は、第25図を参照されたい。

【散礫】

散礫は、総礫数66点である。構成礫は砂岩22点、

ホルンフェルス19点、頁岩11点、尾鈴山酸性岩4点

となる。平均重量は約250gでホルンフェルスと尾

S I14
検 出 面 V c
検 出グリッド D l l
長 径　　　　 （m ） 3．0
短 径　　　　 （m ） 2．1
掘 込 の有 無 4旺

礫 の構 成密 度 疎

石
材

の
分

類

と

そ

の
割

合

尾鈴 山酸性岩礫数 （％） 2（22）
重量 （g ）〈％〉 1040 〈18 〉

砂岩礫数 （％） 2 （18）

重量 （g ）〈％〉 1 190 〈2 1〉

頁岩礫数 （％） 1 （1 1）

重量 （g ）〈％〉 650
ホルンフェルス礫数 （％） 3 （3 3）

重量 （g ）〈％〉 2505 〈4 5〉

その他礫数 （％） 1 （2 2）

重量 （g ）〈％〉 2 15 （4 ）

礫合計数 9
総 重量 （g） 5600

平 均 重 量　　　　　 （g） 6 2 2

赤

化
度

非赤化　 礫数　 （％） 4 （44 ）

弱　　　 礫数　 （％） 4 （44 ）

中　　　 礫数　 （％） 1 （1 1）

強　　　 礫数　 （％） 0
付 着 物 有　　　 礫数 0

完

形

度

k　　　 礫数　 （％） 2（22）

1　　 礫数　 （％） 0

2　　　 礫数　 （％） 4 （44 ）

3　　　 礫数　 （％） 3 （3 3）

接

合

状

況

遣構内　 （接合箇所数） 0

（接合個体数） 0

遺構＋遺構 （接合箇所数） 0

（接合個体数） 0

遺構＋散礫 （接合箇所数） 0

（接合個体数） 0

第19表　S114　属性一覧表

＼謡 聖 ＼ 頁岩 黒曜石 チャート 砂岩 計

細石刃 2 9 3 14
細石刃核 1 1

石核 1 1 2
敲石 1 1
剥片 21 2 8 3 1
計 25 3 17 3 1 4 9

第20表　石器ブロック3　石器・石材組成表

鈴山酸性岩類に大型礫が多く、砂岩・頁岩は小型で

ある。37点（66％）が赤化しておらず、赤化が認め

られる19点（34％）も弱い赤化礫がほとんどである。

完形礫の割合は極めて低く（2％）、大部分が破砕

礫である。（第21表　散礫属性一覧　参照）

石 材 重 量 （g） 数 （個 数 ） 平 均 重 量 （g ）
赤 化 度

付 着 物
完 形 度

非赤化（0） 弱 （1） 中（2） 強（3） k 1 2 3
尾 鈴 山 酸 性 岩 類 309 5 4 7 7 3 ．8

3 7 （5 6 ） 14 （2 1） 5 （8 ） 0 0 1 （2 ） 5 （8 ） 7 （1．1 ）4 3 （6 5 ）

砂 岩 185 0 2 2 8 4 ．1

頁 岩 4 15 1 1 3 7 ．7

ホ ル ンフ ェル ス 111 5 2 19 5 8 6 ．9
そ の 他 0 0 0 ．0

計 16 5 1 2 6 6 2 5 0 ．2

第21表　後期旧石器時代Ⅳ期散礫属性一覧表

－40－



（2）遣物

○石器器種

後期旧石器時代Ⅳ期の遣物は計58点出土した。内

訳は、細石刃15点、細石刃核1点、石核2点、敲石

1点、磨石1点、剥片27点である。

○遣物分布

後期旧石器時代Ⅳ期は、削平により調査区北西部

の包含層は失われていた。石器は、調査区中央南部

から南西部を中心に出土した。D2のグリッド杭周

辺に石器ブロック3が確認できた。

○石材及び接合資料

Ⅳ期出土石器石材の内訳は、頁岩25点、黒曜石17

点、ホルンフェルス7点、チャート3点、尾鈴山酸

性岩類1点である（第22表）。石器ブロックに関し

ては、D2グリッド杭の北側に黒曜石製細石刃が、

西側に頁岩製剥片が集中する傾向が見られる。細石

刃核1点、石核2点が出土したが、いずれも他の遣

物との接合はみられなかった。

以下に石材別出土石器の特徴を述べる。

黒曜石（第26図36～44）

全ての遣物が石器ブロック3から出土した。内訳

は細石刃9点、剥片8点で全て桑ノ木津留産黒曜石

である。36～44は細石刃である。36は右側縁上部に

細かな調整が入る。下部は欠損している。37は左側

縁上部及び下部は欠損している。38・39は上部・下

部ともに欠損している。40は下部が細くなった形を

している。41・42・43は下部が、44は上部が欠損して

いる。

チャート（第26図45～47）

細石刃3点が出土した。45は、下部が欠損した細

石刃である。46・47は、細石刃として取り上げたが、

認定には疑問も残るが、参考資料として掲載する。

頁岩（第26図48～52）

ナイフ形石器1点、細石刃2点、細石刃核1点、

石核1点、剥片25点、計30点である。ナイフ形石器、

剥片3点以外は石器ブロック3からの出土である。

48はナイフ形石器である。基部の右側縁に背腹両方

向から、左側縁には腹面からの刃潰し調整が入る。

上部は欠損している。49は細石刃である。下部が右

にやや湾曲する。50は上部下部ともに欠損している。

51は細石刃核である。剥片石核の上面に打面を形成

した後、正面、左側面、右側面と打点を変えながら

剥離を行っている。この細石刃核と細石刃との接合

はみられなかった。52は石核である。上面に打面を

形成した後、上・下・右と打点を変えながら不定形

剥片の剥離を繰り返している。下面には自然面を残

している。

ホルンフ工ルス（第26図53）

石核1点、敲石1点、剥片5点が出土した。53は

石核である。正面及び上面の自然面を剥いで作業面

を作り出し、その後数回の打撃を加え、不定形剥片

を剥出している。石核は石器ブロック3から出土し

た。

尾鈴山酸性岩類（第26図54）

磨石が1点がSI14から出土した。54は、下部に

弱い敲打痕を残すが、磨石として利用されていた可

能性が高い。

石 材
器 種

貢 宕 ホルンフェルス 黒 曜 石 チ ャー ト 尾鈴 山酸性岩類 計

ナ イフ形 石 器 1 1

細 石 刃 2 9 3 14

細 石 刃 核 1 1

石 核 1 1 2

敲 石 1 1

磨 石 1 1

剥 片 2 5 5 8 3 8

計 3 0 7 17 3 1 5 8

重 量 （g） 27 1．2 46 5．2 6．3 0．8 2 80．6

第22表　後期旧石器時代Ⅳ期石器・石材組成表
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○　黒曜石

◎　頁岩

＋　ホルンフ工ルス

☆　尾鈴山酸性岩類

△　チャート

※等高線はⅨ層上面

Z　43，276　A　43，286　B　43，296　C　43．306　D　43，316　E　43，326　F

‾‖ … 千 ㊤ 一日 目 ⑫ ① ‾一日
田

◎

ー ‾ 汐 ‾亀 も ‾‾‾‾‾‾‾‾‾一一‾‾

十

43，296　　　　　　　　43－306　　　　　　　　43，316

石器ブロック3（石材別）

43，305　　　　　　　　43，316

石器ブロック3（器種別）

53
52

第25図　後期旧石器時代Ⅳ期　石材別遺物分布図（S＝1／500）

－42－

碑
42

亀
41

餞
45

閻
50



［黒曜石］

簿句β
±チlL

36

骨18
‾　38

－≡二　　÷言

紗一吻一眼
∠⊃　48

劇甘　儲潤
色　49　　　　∠＞　50

－43－



（3）小結

後期旧石器時代Ⅳ期では、礫群1基と石器ブロッ

ク1箇所を検出した。礫群は構成礫は少なく、接合

関係も見られなかったが、散礫と比較して大型の完

形に近い礫が多いことが特徴的である。

石器ブロックからは、細石刃や細石刃核、石核、

剥片が出土したが、接合は確認できなかった。細石

刃には黒曜石・頁岩・チャートが使用されているが、

欠損晶が多く、石器としての認定に疑問も残る。

大型の石器は出土数が少なく、小型の石器が中心

である。

番 号
注 記

グ リッ ド 層
石 器

器 種 石 材
接 合 長 さ 幅 厚 さ 重 量 国 土 座 標 国 土 座 標 レ ベ ル

備 考
番 号 ブ ロ ッ ク 資 料 （c m ） （c m ） （c m ） （g ） X 座 標 Y 座 標 （m ）

3 6 3 4 C 1 4 V b 3 細 石 刃 黒 曜 石 0 ．8 0 ．6 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 5 ．4 7 0 4 3 3 0 2 ．6 7 5 8 8 ．1 4 2 桑 ノ 木 津 留

3 7 2 8 C 1 4 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．2 0 ．4 0 ．1 0 ．1 －9 8 4 2 3 ．1 9 9 4 3 3 0 3 ．0 8 0 8 8 ．0 5 1 桑 ノ 木 津 留

3 8 6 2 C 2 2 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 0 ．7 0 ．4 0 ．1 0 ．1 －9 8 4 1 9 ．8 8 4 4 3 3 0 5 ．5 5 6 8 8 ．0 7 0 桑 ノ 木 津 留

3 9 6 4 C 2 2 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．0 0 ．3 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 1 ．4 3 2 4 3 3 0 5 ．3 4 0 8 8 ．1 5 0 桑 ノ 木 津 留

4 0 7 2 D 2 1 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．2 0 ．8 0 ．1 0 ．1 －9 8 4 2 0 ．0 1 4 4 3 3 0 7 ．4 1 0 8 8 ．0 0 3 桑 ノ 木 津 留

4 1 7 3 D 2 1 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．9 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 0 ．6 6 3 4 3 3 0 6 ．9 1 6 8 8 ．0 6 3 桑 ノ 木 津 留

4 2 8 6 D 2 1 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．2 0 ．5 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 1 8 ．4 9 5 4 3 3 1 0 ．9 3 5 8 7 ．8 1 2 桑 ノ 木 津 留

4 3 1 3 7 D 2 1 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 0 ．9 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 2 ．4 3 1 4 3 3 0 7 ．2 1 1 8 8 ．0 7 1 桑 ノ 木 津 留

4 4 6 6 C 2 2 V c 3 細 石 刃 黒 曜 石 1 ．0 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 1 ．6 5 1 4 3 3 0 5 ．7 0 0 8 8 ．2 2 9 桑 ノ 木 津 留

4 5 8 3 D 2 1 V c 3 細 石 刃 チ ャ ー ト 1 ．2 0 ．6 0 ．2 0 ．2 －9 8 4 1 9 ．8 6 0 4 3 3 0 9 ．8 9 7 ° 8 7 ．9 0 8

4 6 3 5 C 1 4 V b 3 細 石 刃 チ ャ ー ト 1 ．3 0 ．7 0 ．3 0 ．4 －9 8 4 2 5 ．1 8 8 4 3 3 0 2 ．7 6 6 8 8 ．2 0 6

4 7 7 9 D 2 1 V c 3 細 石 刃 チ ャ ー ト 0 ．9 0 ．6 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 0 ．3 2 4 4 3 3 0 8 ．2 3 7 8 8 ．0 6 1

4 8 1 7 B 1 2 V b ナ イ フ 形 石 器 頁 岩 2 ．1 1 ．0 0 ．5 1 ．0 －9 8 4 2 9 ．3 9 7 4 3 2 9 4 ．3 6 8 8 8 ．2 4 6

4 9 7 1 D 2 1 V c 3 細 石 刃 頁 岩 1 ．5 0 ．7 0 ．2 0 ．2 －9 8 4 2 0 ．2 7 8 4 3 3 0 6 ．4 3 4 8 8 ．1 6 3

5 0 1 3 8 D 2 1 V c 3 細 石 刃 頁 岩 1 ．8 0 ．6 0 ．2 0 ．3 －9 8 4 2 2 ．2 8 6 4 3 3 1 0 ．4 8 1 8 7 ．8 7 2

5 1 5 4 C 2 2 V c 3 細 石 刃 核 頁 岩 2 ．8 1 ．9 2 ．0 9 ．9 －9 8 4 2 0 ．3 2 8 4 3 3 0 4 ．7 4 2 8 8 ．0 8 0

5 2 4 7 C 2 2 V c 3 石 核 頁 岩 6 ．0 5 ．1 3 ．6 1 1 3 ．5 －9 8 4 2 1 ．3 8 3 4 3 3 0 2 ．0 9 0 8 8 ．1 0 2

5 3 5 5 C 2 2 V c 3 石 核 ホ ル ンフ ェ ル ス 5 ．8 5 ．9 4 ．5 1 4 1 ．3 －9 8 4 2 1 ．2 0 6 4 3 3 0 4 ．4 6 0 8 8 ．1 4 3

5 4 2 7 3 D 1 1 V c 3 敲 石 尾 鈴 山 酸 性 岩 類 7 ．6 5 ．5 4 ．7 2 8 0 ．6 －9 8 4 2 9 ．7 8 2 4 3 3 0 7 ．9 0 9 8 7 ．8 4 9

1 6 Z 1 2 V b 敲 石 ホ ル ン フ ェ ル ス 7 ．8 4 ．7 2 ．3 9 0 ．9 －9 8 4 3 3 ．0 3 9 4 3 2 7 5 ．4 0 2 8 8 ．4 3 8

3 2 C 1 4 V b 3 剥 片 頁 岩 2 ．5 1 ．4 0 ．7 2 ．4 －9 8 4 2 6 ．0 7 3 4 3 3 0 2 ．0 8 2 8 8 ．0 6 4

3 3 C 1 4 V b 3 剥 片 頁 岩 1 ．5 1 ．4 1 ．0 2 ．2 －9 8 4 2 5 ．3 7 6 4 3 3 0 2 ．5 9 9 8 8 ．2 3 3

3 6 C 1 4 V b 3 剥 片 頁 岩 1 ．6 1 ．3 0 ．5 1 ．1 －9 8 4 2 5 ．2 5 0 4 3 3 0 2 ．8 6 4 8 8 ．1 7 0

9 5 C 1 4 V b 3 剥 片 頁 岩 2 ．4 1 ．7 0 ．5 1 ．7 －9 8 4 2 4 ．4 6 6 4 3 3 0 2 ．5 0 3 8 8 ．1 8 9

1 1 0 A 1 1 V b 剥 片 ・ 頁 岩 3 ．5 1 ．7 0 ．9 4 ．3 －9 8 4 3 0 ．2 0 4 4 3 2 7 9 ．3 2 2 8 8 ．4 6 7

1 1 2 A 1 1 V b 剥 片 頁 岩 4 ．5 3 ．5 1 ．5 1 8 ．9 －9 8 4 2 9 ．2 1 5 4 3 2 7 8 ．6 3 1 8 8 ．4 6 7

2 9 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．7 1 ．2 0 ．5 0 ．6 －9 8 4 2 3 ．7 0 4 4 3 3 0 3 ．3 1 4 8 7 ．9 7 5

3 0 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．3 1 ．2 0 ．5 0 ．9 －9 8 4 2 3 ．5 0 8 4 3 3 0 2 ．2 3 6 8 8 ．1 6 2

3 7 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．5 1 ．3 0 ．3 0 ．5 －9 8 4 2 4 ．5 8 6 4 3 3 0 3 ．0 1 4 8 8 ．0 6 1

3 8 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．1 1 ．8 1 ．0 2 ．7 －9 8 4 2 4 ．5 7 6 4 3 3 0 2 ．9 5 2 8 8 ．0 4 6

4 0 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．6 2 ．1 0 ．6 3 ．7 －9 8 4 2 5 ．2 4 2 4 3 3 0 4 ．1 1 7 8 8 ．2 4 4

4 1 C 1 4 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．0 1 ．6 0 ．7 2 ．4 －9 8 4 2 4 ．5 0 7 4 3 3 0 4 ．8 6 7 8 8 ．1 6 8

5 1 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．3 1 ．5 0 ．6 1 ．4 －9 8 4 2 1 ．2 9 1 4 3 3 0 3 ．7 5 7 8 8 ．0 8 3

5 3 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．2 1 ．9 0 ．7 2 ．9 －9 8 4 2 0 ．4 1 3 4 3 3 0 4 ．2 8 3 8 8 ．0 2 0

5 6 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．9 1 ．3 0 ．2 0 ．8 －9 8 4 2 1 ．8 8 3 4 3 3 0 4 ．2 3 0 8 8 ．0 8 2

5 7 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 7 ．2 5 ．6 2 ．0 7 8 ．9 －9 8 4 2 1 ．3 6 1 4 3 3 0 4 ．9 7 8 8 8 ．0 9 2

6 5 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．6 1 ．4 0 ．5 0 ．9 －9 8 4 2 1 ．6 6 5 4 3 3 0 5 ．2 8 8 8 8 ．1 7 8

6 9 D 2 1 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．2 0 ．7 0 ．3 0 ．2 －9 8 4 2 0 ．4 3 5 4 3 3 0 6 ．4 4 5 8 8 ．1 3 5

7 4 D 2 1 V c 3 剥 片 頁 岩 4 ．1 2 ．1 1 ．1 6 ．9 －9 8 4 2 1 ．3 5 7 4 3 3 0 7 ．0 0 7 8 7 ．9 5 1

8 2 D 2 1 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．3 1 ．3 0 ．9 2 ．9 －9 8 4 2 0 ．8 0 8 4 3 3 0 9 ．5 0 4 8 8 ．0 0 1

1 0 4 A 1 4 V c 剥 片 頁 岩 2 ．1 2 ．3 1 ．2 4 ．8 －9 8 4 2 6 ．5 5 5 4 3 2 8 2 ．5 4 1 8 8 ．4 0 1

1 3 4 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．4 1 ．3 0 ．5 1 ．5 －9 8 4 2 2 ．4 9 1 4 3 3 0 1 ．5 6 9 8 8 ．14 8

1 3 5 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 1 ．4 0 ．8 0 ．3 0 ．3 －9 8 4 2 2 ．6 1 4 4 3 3 0 3 ．1 7 1 8 8 ．1 3 4

1 3 6 C 2 2 V c 3 剥 片 頁 岩 2 ．2 2 ．1 0 ．9 3 ．2 －9 8 4 2 2 ．4 2 2 4 3 3 0 6 ．3 1 8 8 8 ．0 6 0

1 4 2 A 1 1 V c 剥 片 頁 岩 1 ．4 0 ．8 0 ．3 0 ．2 －9 8 4 3 2 ．4 7 7 4 3 2 7 6 ．0 6 6 8 8 ．4 1 2

9 6 C 1 4 V c 3 剥 片 黒 曜 石 －9 8 4 2 5 ．3 7 1 4 3 3 0 2 ．5 5 9 8 8 ．1 5 1 腰 岳

3 1 C 1 4 V b 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．2 0 ．8 0 ．5 0 ．4 －9 8 4 2 5 ．6 4 2 4 3 3 0 1 ．2 5 3 8 8 ．1 2 3 日 東

3 9 C 1 4 V c 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．9 1 ．3 0 ．9 2 ．0 －9 8 4 2 5 ．7 5 3 4 3 3 0 3 ．3 8 6 8 8 ．1 6 5 日 東

4 3 D 1 3 V c 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．2 0 ．7 0 ．7 0 ．4 －9 8 4 2 5 ．7 9 5 4 3 3 0 8 ．3 7 6 8 7 ．9 8 4 日 東

4 8 C 2 2 V c 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．4 1 ．0 0 ．5 0 ．6 －9 8 4 2 1 ．2 3 7 4 3 3 0 2 ．7 5 1 8 8 ．1 0 7 日 東

4 9 C 2 2 V c 3 剥 片 黒 曜 石 2 ．2 1 ．1 0 ．9 1 ．2 －9 8 4 2 1 ．7 2 3 4 3 3 0 3 ．0 8 2 8 8 ．1 2 3 日 東

5 8 C 2 2 V c 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．3 1 ．1 0 ．8 0 ．7 －9 8 4 2 1 ．0 4 7 4 3 3 0 4 ．9 8 1 8 8 ．0 4 0 日 東

8 4 D 2 1 V c 3 剥 片 黒 曜 石 1 ．0 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 1 9 ．8 9 1 4 3 3 1 0 ．5 3 5 8 7 ．8 7 1 日 東

4 2 C 1 4 V c 3 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 1 0 ．2 4 ．2 1 ．3 5 9 ．0 －9 8 4 2 5 ．9 2 0 4 3 3 0 5 ．5 1 7 8 8 ．0 7 6

2 0 9 F 4 1 V c 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 3 ．5 2 ．7 1 ．0 7 ．9 －9 8 4 0 0 ．4 4 6 4 3 3 2 7 ．4 4 7 8 6 ．9 0 0

1 9 3 E 1 1 V c 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 3 ．2 1 ．4 0 ．5 1 ．9 －9 8 4 3 0 ．7 8 4 4 3 2 7 8 ．9 4 7 8 7 ．4 7 1

2 1 1 F 3 4 V c 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 7 ．8 7 ．7 3 ．4 1 5 3 ．3 －9 8 3 9 8 ．8 2 5 4 3 3 2 5 ．8 8 6 8 6 ．9 3 8

6 8 D 2 1 V c 3 剥 片 ホ ル ン フ ェ ル ス 4 ．2 2 ．8 1 ．1 1 0 ．9 －9 8 4 2 1 ．5 1 3 4 3 3 0 6 ．4 0 0 8 8 ．1 7 9

第23表　後期旧石器時代Ⅳ期　遺物計測表
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5　縄文時代早期

小林軽石降灰以降の暗褐色土層（Ⅳ層）から黒褐

色土層（Ⅲ層）までを縄文時代早期の文化層として

とらえた。東九州自動車道（都農～西都問）建設に

伴う調査においては、MLl・MBOに相当する。調査

区内の大部分が削平により失われていたため調査実

施面積は、約520I撼となった。

（1）遺構

遺構は集石遺構1基を検出した。集石遺構は調査

、′・・、、

区南東部の緩やかな斜面で、標高約86．5m～86．1

mである。標高差は約40cmある。長径3m、短径2．1

mの範囲内に18点の礫で構成される。礫は散漫な出

土状況で、斜面のため動いている可能性が高い。掘

り込み・配石はなく、炭化物は確認できなかったが、

18点中16点の礫に赤化がみられた。構成礫は砂岩9

点（50％）、ホルンフェルス7点（30％）、尾鈴山酸性

岩類とその他の礫が各1点ずつである。平均重量は

256gで、完形磯が4点、その他は破砕礫である。

Q O

－　86．7m

第27図　縄文時代早期　集石遺構実測図（S＝1／40）

（2）遺物

○土器（第28図55～57）

縄文時代早期に位置付けられる土器が5点出土し、

3点を掲載した。しかし5点とも小片で、器形や調

整方法などの判別は困難である。文様は貝殻条痕文

が施されおり、縄文時代早期後葉の土器と考えられ

る。詳細な情報は、後の観察表に記している。

検 出面 IV
検 出グリッド E 2 4
長径　　　　 （m ） 3．0
短径　　　　 （m ） 2 ．1
掘 込 の有 無 無

炭 化物 の有無 無

礫 の構成密 度 疎

石
材

の
分
類

と

そ

の
割

合

尾鈴山酸性岩礫数 （％） 1（6）
重量 （g）〈％〉 20 5 〈4〉

砂岩礫数 （％） 9（50）

重量 （g）〈％〉 214 6 〈4 6〉

頁岩礫数 （％） 0
重量 （g）〈％〉 0

ホルンフェルス礫数 （％） 7（39）

重量 （g）〈％〉 18 20 〈39〉

その他礫数 （％） 1（6）
重量 （g）〈％〉 446 〈10〉

礫合計数 18
総重量 （g） 4，617

平 均 重 量　　　　　　 （g） 256

赤

化
度

非赤化　 礫数　 （％） 2 （1 1）

弱　　　 礫数　 （％） 7 （39 ）

中　　　 礫数　 （％） 3 （16 ）

強　　　 礫数　 （％） 6 （3 3）

完

形

度

k　　　 礫数　 （％） 4（22）

1　　 礫数　 （％） 1（0．5）

2　　　 礫数　 （％） 7（39）

3　　　 礫数　 （％） 6（33）

第24表　集石遺構（SI15）属性一覧

○石器器種

縄文時代早期の石器は計30点出土した。内訳は、

ナイフ形石器1点、石嫉5点、細石刃6点、礫器1

点、石核1点、磨石1点、ペットストーン1点、剥

片14点である。

○遣物分布

石器の出土は、包含層が残存する狭い範囲に限定
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第28図　土器実測図（S＝1／3）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

N o G r 層 器種 部位
文様及び調整 色調

胎土の特徴 備考外側 内側 外面 内面

55 F33 Ⅲ 深鉢 胴部 ナデ 横位の貝殻
条痕文

にぷい橙
（7．7Y R6／4）

にぷい橙
（10YR6／4）

1mm以下の白色
粒を少し含む。

傾き不明

56 F4 4 Ⅳ 深鉢 胴部 斜位のナデ
斜位の貝殻
条痕文

にぷい黄橙
（10Y R7／4）

橙
（7．7YR6／4）

微細な透明に輝
く粒を含む。

傾き不明

57 F 4 1 Ⅳ 探鉢 頸部 摩滅ナデ 斜位のナデ にぷい黄
（2．5YR6／3）

にぷい黄
（2．5YR6／3）

微細な乳白色
粒、2ミリ以下の
黒色粒を含む。

傾き不明

第25表　縄文時代早期　土器観察表

される。ほとんどが調査区東側の傾斜地で、特にE

2グリッド杭の周囲に集まる（第29図）。

○石材及び接合資料

出土石器の石材内訳は、黒曜石14点、ホルンフェ

ルス5点、頁岩4点、チャート5点、砂岩1点、石

英1点である（第26表）。石器の接合は1点も確認

できなかった。

以下に石材別に出土石器の特徴を述べる。

黒曜石（第31図58～64）

細石刃4点、剥片7点、石核1点、石嫉2点出土。

55～58は細石刃である。桑ノ木津留産黒曜石を石材

としている。58は下部が欠損している。59はやや細

長で、裏面右側縁に調整痕がある。60は下部が、61

は上下に欠損がみられる。

62は腰岳産の小型石核である。正面上部より不定

形剥片を剥出している。63は腰岳産石銭の脚部であ

る。緻密な調整が施されるが、全形は不明である。

実測はしていないが、第27表の注記番号199も同石

材の石嫉脚部である。

64は姫島産黒曜石の縦長剥片である。背面左側に

自然面を残し、腹面の上端と下端には背面からの剥

離が施されている。

チャート（第31図65～68）

65＋66、67は石鉢である。65・66は別々に出土し

た脚部と胴部が接合した石鉄である。基部には深い

挟り、ていねいな調整が施される。67は、二等辺三

角形をしており、基部に浅い挟りが入る。68は細石

刃であるが、剥片の可能性もある。参考資料として

掲載しておく。

頁岩（第31図69・70）

69はナイフ形石器である。基部加工が、腹面から

施され、刃部には微細な剥離の痕跡が残る。先端は

欠損している。70は細石刃である。下部は欠損して

いる。
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第29回　縄文時代早期　器種別遺物分布図（S＝1／500）

ホルンフエルス

（第31図71）

71は礫器である。

背面には腹面からの

粗い剥離をうけてい

る。

腹面にも2箇所、背

面からの剥離を受け

ている。腹面には、

大きく自然面を残す。

石英　（第31図72）

ペットストーン1

点（72）出土。

砂岩

磨石1点が出土し

た。

－47－
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第31図　縄文時代早期石器実測図（S＝1／2）
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石材

器種
頁岩 ホルンフェルス 黒曜石 チャート 砂岩 石英 計

ナイフ形石器 1 1
石嫉 2 3 5

細石刃 1 4 1 6
石核 1 1
礫器 1 1
磨石 1 1

ペットストーン 1 1
剥 片 2 4 7 1 14
計 4 5 14 5 1 1 30

重量（g） 8．3 10 34．4 16．5 4 ．6 2 0 3．6 2．1

第26表　縄文時代早期石器・石材組成

（3）小結

縄文時代早期では、1基の集石遺構を検出した。

掘り込みや配石を持たず、散漫な状態で礫が出土し

た。

土器については出土数が少なく、詳細な情報が得

られなかった。

石器も調査範囲が狭いことから出土数は少ない。

頁岩やチャート、ホルンフェルスなど在地石材を利

用した製品類がある一方、遠隔地産石材の活用も活

発である。細石刃には南九州の桑ノ木津留産黒曜石、

石核・石鉄には、西九州の腰岳産黒曜石が使われて

いる。また、1点ではあるが東九州姫島産黒曜石の

剥片も出土した。これらのことから、この時代に九

州各黒曜石原産地との幅広い交易があったことをう

かがい知ることができよう。

番 号
注 記

グ リッ ド 層 位 石器 器 種 石 材 接合 資料
長 さ 幅 厚 さ 重 量 国 土 座 標 国 土 座 標 レ ベ ル

備 考
番 号 ブロック （cm ） （c m ） （cm ） （g ） X 座 標 Y 座 標 （m ）

58 1 9 8 E 2 1 Ⅲ 細 石 刃 黒 曜 石 0．7 0 ．7 0 ．1 0 ．1 －9 8 4 2 2 ．1 3 9 4 3 3 1 6 ．38 6 8 7 ．1 5 0 桑 ノ木 津 留

59 9 0 D 2 2 Ⅲ 細 石 刃 黒 曜 石 1．1 0 ．3 0 ．1 0 ．1 －9 8 4 2 0 ．1 9 9 4 3 3 1 4 ．6 7 9 8 7 ．3 5 6 桑 ノ木 津 留

6 0 9 2 D 2 2 Ⅲ 細 石 刃 黒 曜 石 1．2 0 ．5 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 1 8 ．7 9 4 4 3 3 1 5 ．60 5 8 7 ．29 1 桑 ノ木 津 留

6 1 1 9 4 E 2 1 Ⅲ 細 石 刃 黒 曜 石 1．2 0 ．5 0 ．2 0 ．1 －9 8 4 2 9 ．5 4 1 4 3 3 1 6 ．6 1 7 8 7 ．36 2 桑 ノ木 津 留

62 1 9 7 E 2 1 Ⅲ 石 核 黒 曜 石 2．2 1 ．6 1．5 5 ．5 －9 8 4 3 1．4 1 9 4 3 2 8 2 ．29 5 8 7 ．38 7 腰 岳

6 3 2 3 D 2 2 Ⅳ 石 嫉 黒 曜 石 0．9 0 ．6 0 ．3 0 ．2 －9 8 4 2 1．3 2 5 4 3 3 1 4 ．74 9 8 7 ．48 9 腰 岳

64 2 0 E 2 2 Ⅲ 剥 片 黒 曜 石 4 ．7 1 ．6 1．7 8 ．8 －9 8 4 2 1．6 3 4 4 3 3 1 3 ．79 8 8 7 ．8 1 7 姫 島

6 5 2 0 3 F 3 1 Ⅲ 石 錬 チ ャ ー ト （11） 1．9 1 ．0 0 ．4 0 ．6 －9 8 4 1 2 ．7 6 4 4 3 3 2 6 ．59 4 8 6 ．64 2

6 6 2 0 4 E 2 4 Ⅲ 石 錬 チ ャ ー ト （11） 3．8 1 ．7 0．4 1 ．8 －9 8 4 1 7．4 0 4 4 3 3 2 3 ．6 7 5 8 6 ．5 2 1

6 7 2 2 1 E 1 4 Ⅲ 石 嫉 チ ャ ー ト 3．0 1 ．8 0．5 2 ．0 －9 8 4 2 4 ．9 1 0 4 3 3 2 1．6 3 7 8 6 ．2 9 9

6 8 9 3 D 2 2 Ⅲ 細 石 刃 チ ャ ー ト 1．0 0 ．7 0．2 0 ．1 －9 8 4 1 9 ．0 8 1 4 3 3 1 5 ．68 0 8 7 ．2 6 6

6 9 4 5 D 1 4 Ⅲ ナ イ フ形 石 器 頁 岩 4．0 1．9 0．8 5 ．5 －9 8 4 2 6．4 4 6 4 3 3 1 3 ．82 9 8 7 ．7 0 7

7 0 8 9 D 2 2 Ⅲ 細 石 刃 頁 岩 1．0 0 ．7 0．2 0 ．1 －9 8 4 2 0．9 7 1 4 3 3 1 4 ．44 2 8 7 ．4 5 6

7 1 1 1 F 4 3 Ⅲ 礫 器 ホ ル ン フ ェ ル ス 1 5 ．3 1 3 ．3 5．0 1 0 2 6 ．2 －9 8 3 9 4 ．0 8 5 4 3 3 2 7 ．94 7 8 6 ．9 6 5

7 2 1 9 5 C 1 1 Ⅲ ペ ットス トー ン 石 英 1 ．5 1．2 0．8 2 ．1 －9 8 4 2 2．4 3 8 4 3 3 1 6 ．0 7 3 8 7 ．2 7 8

2 4 E 1 4 Ⅲ 磨 石 砂 岩 6 ．8 5 ．0 4．5 2 0 3 ．6 －9 8 4 2 5．6 2 6 4 3 3 2 5 ．2 5 3 8 6 ．17 0

1 0 0 D 2 2 Ⅲ 剥 片 頁 岩 0 ．9 0 ．6 0．1 0 ．1 －9 8 4 2 1．8 2 6 4 3 3 1 5 ．8 1 1 8 7．2 9 9

1 E 2 3 Ⅲ 剥 片 頁 岩 2 ．7 2 ．2 0．8 2 ．6 －98 4 1 6．6 2 3 4 3 3 1 9 ．4 8 0 8 7．0 6 1

9 9 D 2 2 Ⅲ 剥 片 黒 曜 石 0 ．7 0 ．7 0．2 0 ．1 －98 4 2 1．3 7 3 4 3 3 1 5 ．5 7 9 8 7．3 8 7 桑 ノ木 津 留

199 E 2 1 Ⅲ 石 鉄 黒 曜 石 0 ．8 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －98 4 2 2 ．2 6 5 4 3 3 1 6 ．8 7 4 8 6 ．9 4 6 腰 岳

2 1 D 2 2 Ⅳ 剥 片 黒 曜 石 0 ．9 0 ．7 1 ．0 0 ．3 －98 4 2 1 ．17 3 4 3 3 1 2 ．2 7 3 8 7 ．6 9 6 日東

2 0 0 E 2 1 Ⅲ 剥 片 黒 曜 石 0 ．9 0 ．7 0 ．3 0 ．1 －98 4 2 2 ．2 2 3 4 3 3 1 7．0 6 9° 86 ．9 8 4

2 2 D 2 2 Ⅳ 剥 片 黒 曜 石 1 ．0 0 ．6 0 ．2 0 ．1 －98 4 2 1 ．73 7 4 3 3 1 3．4 1 3 8 7．6 4 8 日東

2 6 7 E 1 4 Ⅲ 剥 片 黒 曜 石 1 ．5 1．3 0 ．5 0 ．9 －98 4 2 6 ．2 4 2 4 3 3 2 2 ．14 3 8 6．2 3 6 桑 ノ木 津 留

15 5 D 3 2 Ⅳ 剥 片 黒 曜 石 －98 4 1 2 ．34 8 4 3 3 1 5．4 1 8 8 7．9 2 7

2 0 1 E 2 1 Ⅲ 剥 片 チ ャ ー ト 1 ．2 0 ．7 0 ．2 0 ．1 －98 4 2 2 ．34 1 4 3 3 1 7．4 3 3 8 6．9 5 1

9 8 D 2 4 Ⅲ 剥 片 ホ ル ン フ ェル ス 1 ．9 1．5 0 ．5 1．1 －98 4 1 6 ．9 1 0 4 3 3 1 5．2 0 2 8 7．7 1 9

2 E 2 3 Ⅲ 剥 片 ホル ン フ ェル ス 2 ．4 1．1 0 ．6 1．3 －98 4 1 6 ．4 4 7 4 3 3 1 8．5 3 1 8 7．2 5 7

1 5 4 D 2 3 Ⅳ 剥 片 ホ ル ン フ ェル ス 2 ．6 1．6 0 ．7 2 ．8 －98 4 2 2 ．5 1 8 4 3 3 1 4 ．0 1 7 8 7．51 6

3 E 2 3 Ⅲ 剥 片 ホ ル ン フ ェル ス 2 ．9 1．1 0 ．8 3 ．0 －98 4 1 7 ．02 3 4 3 3 1 8 ．2 8 1 8 7 ．16 5

第27表　縄文時代早期遺物計測表

－49－



第4節　自然科学分析

1　日的

本遺跡の調査区東部は、旧地形では谷部になって

おり、耕地整理で埋め立てられるまでは、長い間低

湿地であり、湧水も確認されていた。今回の確認調

査においても、表土が厚く堆積し、第30図のとおり

4本のトレンチを入れ調査したが、遺構・遺物は確

認されなかった。しかし、確認調査の過程で、遺構

の構築年代や遣物包含層の堆積年代を知る資料とな

る火山灰土が、明瞭に堆積していることが明らかに

なった。中でも、低湿地など限られた環境でのみ確

認が可能とされてきた、本遺跡周辺では検出例が極

めて少ない桜島薩摩火山灰（Sz－S）や霧島高原ス

コリア（Kr－Th）と思われる火山灰が堆積している

ことがわかった。そこで、各火山灰の同定を行い、

各時代の古環境の復元を行うことで、本遺跡周辺の

植生や環境を明らかにするため、自然科学分析を行

なった。実施したのは、火山灰分析（テフラ組成分

析・屈折率分析）、植物珪酸体分析、花粉分析であ

る。

2　分析結果

分析試料は、調査区東側谷部で確認調査を行った

トレンチ1の北側土層断面から採取した。このトレ

ンチで確認された層序（第33図）は、本調査で使用

している基本層序には対応はしていない。

（1）火山灰分析

火山灰の分析は、トレンチ1下位より試料15（Ⅹ

層）、試料12（Ⅷ層）、試料7（Ⅴ層）、試料1（Ⅱ

層）が選択された。テフラ組成分析・屈折率測定の

結果、試料15より霧島小林軽石（Kr－Kb、約1．4～

1．6万年前）、試料12より桜島薩摩（Sz－S、約1．1万

年前）、試料7より鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah、約

6，300年前）、試料1より霧島高原スコリア（Kr－Th、

10～13世紀）などに由来するテフラ粒子が検出され

た。

（2）植物珪酸体分析

分析試料は、トレンチ1から採取されたI層から

Ⅹ層までのうち、試料7・12を除く13点である。分

析結果詳細は、第28表・第29表に示す。

Ocn－

霧島高原スコリア混
50－

票色土

（霧島御地軽石）

黒色土

100‾　（二次K－Ah）
鬼界アカホヤ火山灰

黒褐色ロトーム氾0

暗褐色ローム肌1

158－桜島薩摩テフラ

黒色土

霧島小林軽石混

＼

数
字
は

試
料
番
－テ

Z A B C D E F G H

第33図　トレンチ1土層柱状図

第32図　東部谷部確認調査トレンチ配置図及び試料採取地点（S＝1／1，000）
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霧島小林軽石（Kr－Kb）混のⅩ層から桜島薩摩テ

フラ（Sz－S）直下のⅨ層にかけて、ヨシ族、ヌマ

ガヤ族、カヤツリグサ科などが生育する湿地的な環

境であったと考えられ、周辺の比較的乾燥したとこ

ろにクマザザサ族（おもにミヤコザサ節）やウシク

サ族などが生育していたと推定される。

タケ亜科のうち、メダケ族は温暖、クママザサ族

は寒冷の指標とされており、メダケ率（両者の推定

生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期一間氷期

サイクルの変動－と一致することが知られている

（杉山2001）。ここではクマザサ属が優勢であり、メ

ダケ率が0～24％と低いことから、当時は比較的寒

冷な気候環境であったと推定される。

Sz－S直上のⅦ層では、堆積環境の乾燥化など何

らかの原因でヨシ族など湿地が減少したと考えられ、

変わってメダケ属（メダケ節やネザサ節）が増加し

たと推定される。メダケ率は62～82％と高い値であ

り、後氷期における急激な気候温暖化の影響が反映

されていると考えられる。

鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah、約6，300年前）直下

のⅥ層の堆積当時は、メダケ族（メダケ節やネザサ

節）が繁茂するような状況であったと考えられ、土

壌中に黒ボク土の生成要因となる多量の有機物が供

給されたと推定される（杉山ほか2002）。

その後、K－Ahの堆積によって当時の植生は一時

的に破壊されたと考えられるが、K－Ah直上のⅣ層

では比較的早い時期にK－Ah直下層とほぼ同様の植

生が再生したと推定される。このような植生の回復

には、年平均気温が現在よりも約2℃前後高かった

とされる当時の温暖な気候環境が影響したと考えら

れる。

Ⅲ層から霧島高原スコリア（K－Th、10～13世紀）

混のⅡ層にかけては、メダケ族（メダケ節やネザサ

節）が繁茂するような状況が継続されていたと考え

られ、部分的にススキ族やチガヤ族、キビ族なども

見られたと推定される。

これらのイネ科植物は陽当たりの悪い林床では生

育が困難であり、ススキ族やチガヤ族の草原が維持

されるためには定期的な刈り取りや火入れ（焼き払

い）が必要である。（堀田、1991、近藤、1995）この

ことから、当時は何らかの目的で火入れなど人間に

よる植生干渉が行われていた可能性が考えられる。

なお、今回の分析では花粉分析で推定されたカシ林

の存在が認められなかった。これは、植物珪酸体分

析が花粉よりも現地性が高く、周辺地域の森林植生

が反映されていないためと考えられる。

（3）花粉分析

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした

比較的広域な植生・環境の復元に応用されている。

分析試料は、トレンチ1北壁から採取された、I層

からⅩ層までの13点（試料7・12を除く）である。

分析結果詳細は、第29表に示す。

霧島小林軽石（Kr－Kb、約1．4－1．6万年前）混の

桜島薩摩テフラ（S－Sz、約1．1万年前）直上のⅦ層

にかけては、イネ科やヨモギ属を主体としてキク亜

科なども生育する草原的な環境にあったと考えられ、

周辺にはバンノキ林（湿地林？）が分布していたと

推定される。

鬼界アカホヤ火山灰‾（K－Ah、約6，300年前）直下

のⅥ層堆積当時は、イネ科やヨモギ属を主体とした

草原的な環境であったと考えられ、堆積環境の乾燥

化など何らかの原因でバンノキ林は減少したと推定

される。また、周辺地域ではカシ林がやや増加した

と考えられる。

K－Ah直上のⅣ層でも、イネ科やヨモギ属を主体

とした草原植生であったと考えられるが、K－Ah降

灰による植生擾乱の影響と考えられる。また、この

時期には周辺地域でカシ林が増加したと考えられ、

クリ林も見られるようになったと推定される。Ⅲ層

中下部でも、おおむね同様の状況であったと考えら

れるが、Ⅲ層上部から霧島高原スコリア（K－Th、10

～13世紀）混のⅡ層にかけては、周辺地域でカシ林

などの照葉樹林がさらに増加し、マツ林やナラ林な

どの二次林も見られるようになったと推定される。
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学名　　　　　　　　　　　　和名 1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　8　　　9　　10　　11　13　　14　15

A止ored pnen

凡血叫加

A揖ゐ

乃叫声

月彿鵬　Subgenか車軸ム桝

0：炒わ桝er由励α和むα

物磁

力癖俗

用の憫叩け如絢肋

Aあ附

品血血

Cblγ短

G坤あ偏一駄卸町毎㈱玩

Gぉ由矧犯（訓珊腸お

Gぉ肋坤料劫相通

伽的鳩　S血gen勾画最適彿鳩

Q彬gれ刃は　S血genqcわあめれ申ゐ

∽彿彬SJお肪oz昭’朗の協お

α払「4多血舛α舛肋gα坤の

身1呼あcos

月毎繭初

樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

ヤマモモ属

クルミ属

サワグルミ

バンノキ属

カバノキ属

ハシバミ属

クマシデ属－アサダ

クリ

シイ属一マテバシイ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

ニレ属－ケヤキ

エノキ属－ムクノキ

ハイノキ属

イスノキ属

2

9　　　4　　　　　　1　　3　　1

9　　　4　　　2　　　　　　　　　　1　　2

2　　1　　1　　1　　　　　　1　　3

1

1

2

3　　　3

1　　1

2

2　　　7

3　　　2

7　　16

71　　77

1

A血oreal・Nona血ored匹nen　　樹木・草本花粉

Moraceae二Urdcaceae　　　　　　クワ科イラクサ科

上郷mmOSae　　　　　　　　　　マメ科

Nona止ored poⅡen　　　　　　　草本花粉

Gmmheae

Cyperaceae

A肋桝

CruCiferae

Hy血oco吋loideae

Apioideae

Valerianaceae

Lactucoideae

Asten）ideae

Ar短壷壷

Fem spore

イネ科 155

カヤツリグサ科　　　　　　1

ネギ属

アブラナ科

チドメグサ亜科

セリ亜科

オミナエシ科

タンポポ亜科

キク亜科

ヨモギ属

1

1

1

1

1

1

1　　　　　　　　　　　　　　1

1　　2　　　7　　　2　　　1　　42　　34　　12　　35

1

1

3

4　　1　　1　　1

1　　　　　　1

27　　24　　53　　18　　15　　　4

1

1　　1

1

3

1

1

4

6　　　3　　　1　　4

1

181　154　166　147　119　187　　44　　12　118　　23　　23　　62

4　　1　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

3

3　　　4

2

2　　　1

6　　13

89　　53

シダ植物胞子

Monolate吋pe s匹pe　　　　　　単条溝胞子

丁血也吋匹SPOre　　　　　　　三条溝胞子

1

1　　2　　　8　　　7　　　2 2

1　　1　　7　　　2　　　　　　　　　　1　　7　　　2　　　3

10　　12　　21　108　　　6　　　3　　　5　　24　　　9　　10　　15

126　116　141　　84　112　　29　　15　163　　18　　18　　203

8　　　9　　　3　　1　　6　　　4　　　2　　1

5　　　7　　　4　　　3　　　3　　　3　　1

7

3

1

1

A止ored匹Ⅱen　　　　　　　　樹木花粉

A血ored・Nom血0釘ed匹Ⅱen　　樹木・草本花粉

Nom血ofed匹Ⅱeh　　　　　　　草本花粉

Toblpollen　　　　　　　　　　花粉総数

U血own匹nen　　　　　　　　未同定花粉

恥rn s匹fe　　　　　　　　　　シダ植物胞子

116

1

迫1　　36　　27　　58　　26　　35　　10　　　3　　51　　40　　17　　41

2　　　0　　　0　　　0　　　1 0　　　1　　2　　　0　　　0　　　5

256　　260　　293　　298　　324　　321　307　　76　　33

373　　383　　329　　325　　382　　348　　345　　86　　37

10　　　8　　　2　　　2　　　6　　　9　　　4　　　7　　1

13　　16　　　7　　　4　　14　　　7　　　3　　　1　　0

313　　52　　56　　283

366　　92　　73　　329

5　　　0　　　2　　　2

10　　　0　　　2　　　0

He止血也egs　　　　　　　寄生虫卵　　　　　　　（う　（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（－）（一）

明らかな消化残法　　　　（－）（－）　〔）（〕　（－）（－）（－）（－）　〔）（〕

第29表　花粉分析結果
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東畦原第1遺跡の花粉・胞子

1ハンノキ屑

m℡
5マメ科

9キク亜科

盛
6イネ科

㌘顎琢

感　　　　ム膠・膨

3コナラ属コナラ亜屑

潤

10　ヨモギ属　　　　11シダ植物単粂清胞子

第37図　TI地点における花粉・胞子
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第5節　まとめ

東畦原第1遺跡の三次調査では、後期旧石器時代

から縄文時代早期にかけて、合計5期の文化層が確

認された。本節では、今回の調査成果を時代ごとに

整理していくことでまとめとしたい。

1　後期旧石器時代

【I期】

これまで県内で調査例の少なかったAT（姶良

Tn火山灰）下位の調査は、特に東九州自動車道建

設に伴う発掘調査において、調査成果報告例が増え、

次第にその様相が明らかになりつつある。本遺跡に

おいても、AT下の暗褐色土層から2期の文化層を

確認できた。

MB3下部では、礫群9基と40点の石器を確認する

ことができた。この時期の礫群は、本調査区両端に

位置する一次・二次・四次調査区においても確認さ

れている。検出された礫群は、やや大型の完形に近

い礫が用いられている。密集度は低く散漫な出土状

況である。この時代では、散礫も大量に出土するた

め礫群構成礫との区別が難しい、という課題が残さ

れた。礫群は、その検出範囲内や周辺に遣物を伴う

ものもあった。石材は、砂岩・ホルンフェルスが中

心で尾鈴山酸性岩類・頁岩も少数用いられる。いず

れも本遺跡周辺在地において容易に入手可能な石材

である。本調査区の東部には、谷が入ることが旧地

形の復元で明らかになった。本遺跡内の礫の供給源

となっていた可能性も考えられる。

石器は出土点数が少なく、接合関係もあまりみら

れないため、得られる情報が少なかった。出土状況

などから、本遺跡内での石器製作の痕跡は伺えず、

製品は単独で持ち込まれ、消費されたと思われる。

【Ⅱ期】

AT直下から暗褐色土（MB2）下部にかけて確認

されたⅡ期では、礫群3基、石器ブロック1箇所、

石器39点を確認した。

礫群は、I期同様散漫な出土状況であるが、構成

礫は小型の破砕された礫が中心になる。石材の構成

割合には大きな違いは認められないが、分布は調査

区やや北寄りで、遣物の出土も北側に偏る傾向があ

る。本調査区文化層で遺構・遣物は、南部が中心と

なることが多いが、Ⅱ期だけは特徴的である。

石器ブロックは、構成石器は少ないが、ナイフ形

石器2点・掻器1点など製品を含む。縦長の素材剥

片も出土しており、製品を作る目的で剥片を持ち込

んだと考えられる。実際に製作の痕跡はない。

【Ⅲ期】

ATとKr－Kbを含む層の間にある文化層（MBl～

ML2）がⅢ期である。北西部は削平されていたが、

ここでは磯群1基、石器ブロック1箇所、石器58点

を確認できた。

礫群と石器ブロックは、調査区南側の近い場所に

検出された。

石器の石材は、頁岩・流紋岩・ホルンフェルスに

加え、上牛鼻産や日東産の黒曜石など南九州を主産

地とする遠隔地石材の使用が認められようになる。

【Ⅳ期】

Kr－Kbを含む褐色土層のⅣ期では、礫群1基、石

器ブロック1箇所、石器59点が出土した。北西部の

広い範囲で削平がみられ、遺構・遣物は調査区南側

に集まる。石器石材は黒曜石・頁岩が多くなり、器

種は細石刃・剥片が中心である。細石刃は、Ⅲ期や

縄文時代早期でもほぼ同じ箇所で出土が確認されて

いる。今回出土層位を中心に石器分布状況を考察し

たが、石器の器種ごとの出土状況を層位にとらわれ

ずに分析し、考察を加える必要もあると思われる。

2　縄文時代早期

縄文時代早期の文化層は、削平が著しく包含層は

斜面の一部に限られたため、遺構・遣物も少ない。

1基検出された集石遺構も元の位置を留めていない

可能性が高い。石器は、礫器1点を除くと細石刃・

石鉱・ナイフ形石器など小型の石器が多くなり、緻

密な加工が施されたものが増える。

土器は、数点出土したがすべて小片で、得られる

情報はすくなかった。隣接する四次調査でも同時期

と考えられる土器片が多数出土しており、その分析

結果も本調査区の縄文時代早期の特徴を把握する参

考にしていきたい。
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東畦原第1遺跡　全景
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後期旧石器時代I期　S19　東より

後期旧石器時代Ⅱ期
石器ブロック1　検出状況　南より

後期旧石器時代I期　SI8　南より

後期旧石器時代Ⅱ期　遺構検出状況　南東より

後期旧石器時代Ⅱ期　S110　西より

葦：一＿∵ト‘：㍉∵L：．．‾‖‾’．∴‾－’1、㌢　‾－1，Yユ・‾－‾l・　・　こ1・マ

後期旧石器時代Ⅱ期　SI12　東より
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上　後期旧石器時代Ⅳ期　S114　北より
下　後期旧石器時代Ⅲ期　Sl13

後期旧石器時代Ⅲ・Ⅳ期　石器ブロック2・3検出状況　北より

発掘作業風景
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後期旧石器時代I期
チャート・黒曜石・ホルンフエルス製石器

接合資料1

後期旧石器時代Ⅱ期　接合資料1（郭（流紋岩）

一二　　・

23　24

｛撃－

後期旧石器時代Ⅱ期
黒曜石・流紋岩・頁岩製石器

接合資料1②

後期旧石器時代Ⅲ期　ホルンフエルス・黒曜石・砂岩製石器
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27

撃葛

怒
45

後期旧石器時代Ⅲ期　頁岩製石器

夢

46

竃、
鵜

47 婆

後期旧石器時代Ⅳ期　チャート・頁岩製石器

58　　　59　　　　60　　61

縄文時代早期　黒曜石製石器

縄文時代早期　ホルンフ工ルス製石器
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38

軒

44

41

後期旧石器時代Ⅳ期　黒曜製石器

j　軍
48　　51

後期旧石器時代Ⅳ期
頁岩・ホルンフェルス・尾鈴山酸性岩類製石器

縄文時代早期
黒曜石・チャート．頁岩・石英製石器

予告
・．＿　l‘Jp一一

55　　　　　　56

縄文時代早期　縄文土器



第Ⅴ章　四次調査の記録

第1節　調査の概要

四次調査では調査の結果、後期旧石器時代で6つ、

縄文時代草創期・早期、中世の計9期の文化層が確

認された。鍵層となるアカホヤ・小林軽石・ATも

調査区全域に明瞭に堆積していた。調査の概要を以

下に述べる。

①アカホヤ（K－Ah）上面の調査

重機で表土を除去。調査区全面にアカホヤを確認

した。アカホヤ上面で遺構検出を行い、確認調査で

検出した調査区東側の硬化面は、道路状遺構と確認

した。実測・写真撮影を行い、アカホヤ検出面で地

形測量を行う。その後、調査区を南側に拡張した際、

溝状遺構を1条検出する。

②縄文時代早期（Ⅲ層・MBO）の調査

重機で無遺物層であるアカホヤ層を除去。芋掘り

によりⅢ層（MBO）の25％調査を実施。遺構・遣物

が確認できなかった調査区南西部を除く約2，000汀f

を調査した。

遺構は、集石遺構1基、土坑11基を検出した。土

坑は小林軽石を含むⅤ層上面で検出されたが、埋土

の状況から早期の遺構と判断した。また、チャート・

黒曜石製の剥片・チップを主石材とする石器ブロッ

ク3箇所を確認した。

遣物は、撚糸文・縄文の上に沈線文や押圧刻み目

突帯が施される土器片が、約240点出土した。石器

は石錬・スクレイパー・敲石・磨石などが出土した。

剥片は約300点・チップが約200点出土した。

③縄文時代草創期（Ⅳ層・MLl）の調査

Ⅳ層（MLl）では、25％調査で遣物が多く出土し

た調査区北部の約500I運を掘削調査した。

遺構は集石遺構を1基検出。遣物は石鉄・ナイフ

形石器・台形石器・細石刃・敲石等が出土した。剥

片は約250点出土したが、土器は出土していない。

Ⅳ層下面で地形測量を実施。

④後期旧石器時代Ⅵ期（Va層・Kr－Kb上）の調査

Va層は、小林軽石（Kr－Kb）を含む層の上部に

相当する。ここでは、調査区全面約3，000I茸の掘削

調査を行った。この文化層を後期旧石器時代Ⅵ期と

した。

調査区北西部にサヌカイト・黒曜石・頁岩製の剥

片・チップ1，200点あまりを主体とする石器ブロッ

ク1箇所を確認。この場所では、以下のVb層

（Kr－Kb下）・Ⅵ層（MBl）においても、石器が大

量に出土し、石器ブロックを形成していた。

遣物はナイフ形石器・台形石器・掻器・削器・細

石刃・細石刃核・石核・二次加工剥片・敲石等が出

土した。剥片は約550点、チップは約650点を数える。

この面で空中写真撮影・地形測量を業務委託により

実施。

⑤後期旧石器時代Ⅴ期（Vb層・Kr－Kb下）の調査

Vb層は、小林軽石を含む暗褐色土層の下部に相

当する。ここでは、調査区の全面約3，000I茸を掘削

調査した。

北西部で石器ブロックを1箇所確認し、1，300点

あまりの剥片と約200点のチップが出土した。遣物

は、ナイフ形石器・角錐状石器・台形石器・二次加

工剥片・石核・敲石等が出土した。

⑥後期旧石器時代Ⅳ期（Ⅵ層・MBl）の調査

AT上位の暗褐色土層（Ⅵ層・MBl）では、25％

調査で遺構・遣物がなかった南西部を除く約2，500

最を掘削調査した。

遺構は14基の礫群、1，000点を超す剥片・チップ・

石器製品からなる石器ブロック2箇所を北西部で確

認し、調査区全面に広がる散礫を確認した。

遣物は、ナイフ形石器・台形石器・角錐状石器・

掻器・削器、二次加工剥片・使用痕剥片・石核・敲

石等が出土した。また、Ⅵ層下面で地形測量を実施

した。

⑦後期旧石器時代Ⅲ期（Ⅸa層・MB2上）の調査

無遺物層であるATを重機により除去。AT直下

の暗褐色土（Ⅸ層・MB2）上面では、調査区北部を

中心に約1，500I運を掘削調査した。Ⅸ層は土層断面

図では分層していないが、遺構・遣物の検出状況か

ら上下に二つの文化層があると判断し、Ⅸa層と

Ⅸb層に分けることにした。Ⅸa層は、後期旧石器
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時代Ⅲ期の文化層とした。

調査の結果、調査区北東壁際近くに剥片・チップ

約600点から成る石器ブロックを1箇所を確認し、

また、散礫も確認された。遺物は、ナイフ形石器・

掻器・石核・敲石等が出土した。

⑧後期旧石器時代Ⅱ期（Ⅸb層・MB2下）の調査

Ⅸ層・暗褐色土下部（MB2下部）は、後期旧石

器時代Ⅱ期の文化層に相当する。調査区面積は北部

約1，500I茸である。

遺構は礫群6基、調査範囲全域に広がる散礫を確

認した。遣物は、ナイフ形石器・掻器・石核・敲石

・台石等が出土、剥片は約100点出土した。

⑨後期旧石器時代I期（Ⅹ層・MB3）の調査

Ⅹ層（MB3）：暗褐色土下部では、調査区北部を

中心に約1，500I茸を掘削調査した。遺構は礫群1基、

調査範囲に散漫に広がる散礫を確認。

遣物は出土数は少ないが、掻器・削器・二次加工

剥片・石核のほか、磨石・台石・敲石などの礫塊石

器が出土した。剥片は約100点出土した。Ⅹ層下部

で地形測量を実施。

⑩Ⅹ層（MB3）下位層の調査

Ⅹ層より下層については、調査区北西壁の中央部

付近に、イワオコシ（Kr－Iw）下の明黄褐色ローム

層まで深掘トレンチを入れ、土層、遺構・遣物の状

況を調査したが、遺構・遣物は確認できなかった。

しかし、東九州自動車道（都農～西都間）建設予定

地の発掘調査で使用している基本層序を典型的に示

す層序であったため（巻頭図版1）、この面の土層

剥ぎ取りを行った。また、当センター職員の土層研

修にも活用した。

⑪町道下の道路状遺構調査

アカホヤ上面で確認された道路状遺構の行方を確

認するため、調査区東側の町道下の傾斜地にトレン

チを入れ、遺構の有無を調査した。傾斜地であるた

め、排土の流出や町道への影響を考え、慎重に調査

を進めた。この結果、合計4条の硬化面が切り合い

関係を持ちながら検出された。構築時期を特定する

ため、埋土を自然科学分析にかけたところ、硬化面

の上下の黒色土中に高原スコリア（Kr－Th）を確認、

中世の遺構であると判断した。

文化 層 層 位 基 本 層 序 調 査 面 積 遺 構
石 器

ブ ロック
遣 物 主 な遣 物

中 世 I 約 3，000 汀f 道路状遺構（5）
溝状遺構（1） 0 0 なし

縄

文

時

代

早 期 Ⅲ M B O 約 2，000 Iが 集石遺構（1）
土坑（11） 3 738

縄文土器、石嫉、スクレイパー、磨石、 剥片、

チップなど

草 創 期 Ⅳ M L l 約 5，00 rd 集 石 遺 構 （1） 0 299
ナイフ形石器、石錬、台形石器 、細石刃、敲石 、
剥片など

後

期

旧

石
器

時

代

Ⅵ 期 V a K r－K b 上 約 3，000 Iが な し 1 1259
ナイフ形石器、石嫉、台形石器、掻器 、削器 、
細石刃、細石刃核 、石核、二次加 工剥片、敲石、
剥片、チップなど

Ⅴ期 V b K r－K b 下 約 3，000 I迂 な し 1 1616
ナイフ形石器、角錐状石器 、台形石器、二次加 工
剥片、石核 、敲石、剥片、　 チップなど

Ⅳ 期 Ⅵ M B l 約 2 ，500 Id 礫 群 （14） 2 1508
ナイフ形石器、台形石器 、角錐状石器、掻器 、
削器、二次加 工剥片 、使用痕剥片、石核 、敲石、
剥片、チップなど

Ⅲ 期 Ⅸ a M B 2 上 約 1，500 I迂 な し 1 755
ナイフ形石器、掻器 、石核、敲石 、剥片、チップな
ど

Ⅱ期 Ⅸ b M B 2 下 約 1，500I迂 礫 群 （7） 0 136 ナイフ形石器 、掻器 、石核、敲石 、台石、剥片など

I 期 Ⅹ M B 3 約 1，500Iが 礫 群 （1） 0 159
掻器 、削器、二次加工剥片、磨石 、台石、敲石 、

剥片など

第1表　東畦原第1遺跡四次調査の概要
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第2節　基本層序

本遺跡で確認された層序は、第2表のとおりであ

る。鍵層であるアカホヤ（K－Ah）・小林軽石（Kr－

Kb）・姶良Tn（AT）・アワオコシ（Kr－Aw）・

イワオコシ（Kr」W）の堆積が、調査区全面にわたっ

て良好に確認できた。

基本層序は以下に示す。なお、土層断面測定箇所

は第1図を、土層断面図は第2～5図を参照のこと。

I層　黒色ローム【HuelOBG1．7／1】

しまりのない黒色土。やや粘性がある。1

mm程度の明褐色粒（高原スコリア）を含ん

でいる。調査区東部の斜面にみられる。

Ⅱ層　黄橙火山灰（鬼界アカホヤ・K－Ah）

【Hue7．5YR4／6】

削るとサラサラ削れる。乾燥すると白く見

える。下部には2～5mm程度の黄橙粒が多

くみられる。

Ⅲ層　黒褐色ローム（MBO）【Hue7．5YR2／1】

やや粘り気があり、固くしまっている。径

1mm以下の橙・白色粒を含む。

Ⅳ層　暗褐色ローム（MLl）【Hue7．5YR3／3】

固くしまっている。径1～2mm程度の橙・

白色粒、黒色・透明のガラス質の粒を含む。

Va層　暗褐色ローム（Kr－Kb）【HuelOYR3／4】

ややしまった暗褐色土中に、1mm程度のう

す橙・白色の粒、2～5m皿程度の固い橙色・

灰色粒（小林軽石）のブロックを含む。

Vb層　暗褐色ローム（Kr－Kb）【HuelOYR3／4】

2～5mm程度の固い橙色・灰色粒粒（小林

軽石）のブロックを暗褐色土中に密に含む。

固くしまっている。

Ⅵ層　暗褐色ローム（MBl）【HuelOYR5／4】

やや軟らかく粘性をもっている。暗褐色の

やや固くしまった土を一部に含む。

Ⅶ層　灰褐色ローム（ML2）【Hue7．5YR4／2】

やわらかくシャリシャリ削れる。径2～3

cmの球形の暗褐色のシミがハチの巣状に認

められる。

Ⅷ層　黄褐色火山灰（姶良Tn・AT）

【HuelOYR5／8】

橙・白色、透明ガラス粒を多く含み、しま

りがある。下層には1mm前後の白色粒が堆

積している。

Ⅸ層　暗褐色ローム（MB2）【HuelOYR3／4】

固くしまっている。1mm程度の白色粒を密

に含む。乾燥すると縦にクラックが入り、

くずれやすくなる。

Ⅹ層　暗褐色ローム（MB3）【Hue7．5YR3／4】

固くしまっているが、Ⅸ層より色は明るく

なる。白色粒の数が下層にいくほど少なく

なる。

ⅩI層　褐色ローム（ML3）【Hue7．5YR4／4】

やややわらかく粘性がある。2～3mm程度

の橙・青灰・黒の粒をまばらに含む。

ⅩⅡ層　赤褐色軽石（霧島アワオコシ・Kr－Aw）

【Hue5YR5／8】

かたくしまっている。1～2血程度の青灰・

橙・茶・黒色粒、4～5mm程度の橙・茶色

の粒を密に含む。

ⅩⅢ層　明褐色ローム（ML4）【Hue7．5YR5／6】

やや固くしまり、粘り気もある。1～2mm

程度の青灰・橙・茶色の粒、3～6mm程度

の樫・茶色粒を含んでいる。

ⅩⅣ層　明赤褐色軽石（霧島イワオコシ・Kr」W）

【Hue　5YR5／8】

非常に固くざらざらしている。1～3mm程

の橙・茶・青灰・白色粒を密に含む。

ⅩⅤ層　褐色ローム【Hue7．5YR4／6】

やわらかく粘り気がある。1mm程度の橙・

白・茶・黒・灰色の粒を疎に含む。

これより下位については、砂礫を含む粘土層や礫

層になる。
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第1図　東畦原第1遺跡（四次調査）グリッド配置図及び土層断面測定箇所（S＝1／750）

黒色ローム

鬼界アカホヤ（K－Ah）

黒褐色ローム（MBO）

暗褐色ローム（MLl）

小林軽石（Kr－Kb）

小林軽石（Kr－Kb）

暗褐色ローム（MBl）

褐色ローム（ML2）

姶良Tn（AT）

暗褐色ローム（MB2）

暗褐色ローム（MB3）

褐色ローム（ML3）

霧島アワオコシ（Kr－Aw）

明褐色ローム（ML4）

霧島イワオコシ（Kr－Iw）

…縄文時代早期

「縄文時代草創期

…後期旧石器時代Ⅵ期

…後期旧石器時代Ⅴ期

…後期旧石器時代Ⅳ期

…一後期旧石器時代Ⅲ期

‥‥後期旧石器時代Ⅱ期

‾…後期旧石器時代I期

第2表　四次調査区基本土層
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第2図　北西壁土層断面図（1）（S＝1／60）
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第3図　北西壁土層断面図（2）（S＝1／60）
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第4図　南北土層断面図（1）（S＝1／60）
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第5図　南北土層断面図（2）（S＝1／60）
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第3節　遺構と遺物

1　後期旧石器時代I期

AT下位のⅩ層（MB3）下部を後期旧石器時代I

期としてとらえた。25％調査の結果、遺構・遺物が

確認された調査区北部を調査対象とした。調査面積

は、約1，500I音である。

（1）遺構

遺構は、礫群1基を検出した。また、調査区全面

にわたって礫が出土し、出土状況から散礫と認定し

た。礫群及び散磯の出土状況、及び接合関係を第7

図に示した。

SIl（第6図）

SIlは、調査区北東部のD51グリッド付近の長

径約2．0m、短径約1．2mの範囲に、礫10点で構成さ

れる。標高は約89．6mで、南に向かい緩やかに下る

斜面にある。掘り込みや炭化物はみられない。

石材は、ホルンフェルス8点、砂岩2点で、総重

量はホルンフェルス2，520g（平均325g）砂岩105

SI1

－、JJ：

一一、－

亀

0

89．4m

‾こ〕l‥三

受診－「虚・「≦多事一・・・一・・・・・・

0　　　　　　2m

第6図　礫群（S11）実測図（S＝1／40）

散礫（第7図）

散礫は、調査対象区域の北部から数多く出土して

おり、総数は496点になる。石材は、ホルンフェル

ス260点、砂岩144点、尾鈴山酸性岩類35点、頁岩26

点、その他が31点である。平均重量は677gで、他

の文化層出土礫と比較すると最も重い。石材別では、

尾鈴山酸性岩類が平均1，622g、ホルンフェルスが

平均で729gとなり、砂岩平均478g・頁岩平均377

gに比べて、特に大型であることがわかる。赤化率

は95％で、ほとんどの礫が赤化している。90％以上

の完形率を持つ礫は約30％になる。散礫の属性の詳

細を第3表に示した。

g（平均52．5g）となる。全ての礫が弱以上の赤

化を示していた。完形礫はなく、すべて破砕礫であ

る。接合は礫群内、礫群外合わせて17点みられ、礫

群内から敲石1点、剥片3点が出土している。礫群

の属性を第3表に示す。

S Il

I 期 散 礫

検 出 面 Ⅹ

検 出 グリッド D 5 1 ，D 5 2
長 径　　　　 （m ） 2 ．0

短 径　　　　 （m ） 1．2
掘 込 の 有 無 無

礫 の 構 成 密 度 疎

石

材

の

分

＝
と

そ

の

割

ノゝ
口

尾 鈴 山酸 性 岩礫 数 （％） 0 35（7）

重 量 （g ）く％ 〉 0 56772（17）

砂岩 礫 数 （％） 2 （20） 14 4（29）

重 量 （g）〈％ 〉 105（4） 68 768（20）

頁岩 礫 数 （％） 0 2 6（5）

重 量 （g）〈％ 〉 0 8791（3）

ホル ンフェルス礫 数 （％ ） 8（80） 260（52）

重 量 （g）〈％ 〉 2，520（96） 189600（56）

その他 礫 数 （％ ） 0 31（6）

重 量 （g）〈％ 〉 0 10662（3）

礫 合 計数 10 496
総 重 量 （g） 2，625 335，593

平 均 長　　　　　　 （cm ） 8．9 9．8
平 均 幅　　　　　　 （cm ） 6．6 6．9
平 均 厚　　　　　　 （cm ） 3．7 4．4

平 均 重 量　　　　　 （g ） 263 677

赤

化

度

非 赤 化　　 礫 数　 （％ ） 0 27（5）

弱　　　 礫 数　 （％） 5（50） 86（17）

中　　　 礫数　 （％ ） 1（10） 154（3 1）

強　　　 礫数　 （％ ） 4（40） 229（46）

付 着 物 有　　　 礫 数 3 77（16）

完

形

度

K （完 形 ）　 礫 数　 （％） 0 50（10）

A （90 ％以 上 ）礫数 （％ ） 1（10） 87（18）

B （4 0 ％～ 9 0 ％ ）礫 数 （％） 1（10） 83（17）

C （4 0 ％ 以 下） 礫 数 （％ ） 8（80） 276（56）

接

合

状

況

遼 構 内　 （接 合 箇所 数 ） 1 遺 構 ＋散 搾 ＿

（接 合 個 体数 ） 2 ‾ ‾5粗 目

遺構 ＋遺 構 （接 合 箇所 数 ） 0 17点

（接 合 個 体数 ） 0 散 礫 ＋散 礫

遺構 十散 礫 （接 合 箇所 数 ） 2 ‖ ＿璽 親 日

（接 合 個 体数 ） 15 1 2 0 点

第3表　S11、I期散礫属性一覧表

接合状況（第7図）

礫群及び散礫の接合状況を見ると、I期で合計48

組137点の礫が接合し、その様子を第7図に示した。

礫群を中心に、接合関係を示す礫が多く見てとれる。

そのほかにも数箇所の接合する礫が集まる場所があ

る。接合している礫の中には、最大で約20m離れた

ものもある。しかし、これら接合した礫の多くは、

南東方向に下る地形の傾斜に沿って出土しており、

人為的な礫の移動があったのか、自然に流れ下った

のか、判断することは難しい。
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